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筑北村の人口
総人口 5,158 人

男 2,519 人

女 2,639 人

戸　数 1,911 戸

（平成25年4月30日現在）

第46号

【
一
般
会
計
】

　

平
成
25
年
度
筑
北
村
一
般
会
計
予

算
は
、
歳
入
歳
出
総
額
が
37
億
９
，

６
６
６
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

と
比
べ
る
と
、
９
，
６
５
４
万
円
減

（
マ
イ
ナ
ス
2.5
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
歳
入
》

　

自
主
財
源
の
中
心
で
あ
る
村
税
に

つ
い
て
は
個
人
住
民
税
の
増
に
よ
り

24
年
度
よ
り
も
２
，
６
１
４
万
円
の

増
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
の
歳
入
の
大
部
分
を
占

め
る
普
通
交
付
税
は
、
今
年
度
も
59

％
と
そ
の
割
合
は
大
き
く
、
金
額
で

22
億
３
，
９
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

地
方
債
は
、
昨
年
度
よ
り
も
１
億

４
，
３
９
８
万
円
少
な
い
２
億
６
，

０
２
２
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
歳
入
構
造
は
変
わ
ら
ず
、

村
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
全
体
の

18
・
9
％
に
留
ま
り
、
歳
入
の
多
く

を
普
通
交
付
税
や
補
助
金
、
地
方
債

な
ど
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

平
成
25
年
度
の
予
算
の
状
況

一
般
会
計
は
、37
億
９
，６
６
６
万
円

《
歳
出
》

① 

目
的
別

　

今
年
度
の
歳
出
予
算
は
、
昨
年
度

に
比
べ
て
「
総
務
費
」、「
消
防
費
」、

「
教
育
費
」が
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
で
は
、
地
域
お
こ
し
推
進

費
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
委
嘱
や
移
住
体
験
施
設
開
設
に
向

け
た
調
査
研
究
に
３
５
９
万
円
、
定

住
促
進
・
住
環
境
整
備
調
査
費
に
１

　

教
育
費
で
は
、
本
城
小
学
校
と
坂

北
体
育
館
の
床
改
修
に
２
，
５
５
１

万
円
、
ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
、
子

ど
も
支
援
総
合
専
門
員
の
配
置
に
５

６
６
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

② 

性
質
別

　

歳
出
予
算
を
性
質
別
で
分
類
し
て

み
る
と
、
予
算
全
体
に
占
め
る
割
合

の
大
き
い
順
に
「
人
件
費
」、「
物
件

費
」、「
公
債
費
」、「
繰
出
金
」
と
な

５
０
万
円
を
計
上
。
ま
た
、
今
年
11

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
村
長
及
び
村

議
会
議
員
選
挙
費
の
計
上
が
主
な
増

加
要
因
で
す
。

　

消
防
費
で
は
、
消
防
施
設
費
と
し

て
防
火
水
槽
の
新
設
、
積
載
車
の
購

入
に
２
，
５
７
７
万
円
、
臨
時
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
整
備
に
２
，
０
７
７
万
円

を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。

【歳入】　37億9,666万円【歳出】（性質別）　37億9,666万円

【歳出】（目的別）　37億9,666万円

歳　入

依存財源
（81.1%）

自主財源
（18.9%）

依存財源
30億7,449万円（81.1％）

自主財源
7億2,217万円（18.9％）

村税
 4億2,177万円（11.1％）
分担金・負担金
 6,097万円（1.6％）
使用料・手数料 
 9,605万円（2.5％）
繰入金  
 2,636万円（0.7％）
繰越金  
 5,000万円（1.3％）

特別交付税
4,000万円（1.1％）

国庫支出金
 1億8,577万円（4.9％）
県支出金 
 2億3,750万円（6.3％）
村債  
 2億6,022万円（6.9％）
その他  
 1億1,200万円（2.9％）

諸収入  
 5,847万円（1.5％）
財産収入  
 855万円（0.2％）
普通交付税  
 22億3,900万円（59.0％）歳　出

（性質別）

繰出金
 6億0,610万円（16.0％）
積立金
 496万円（0.1％）
投資及び出資金・貸付金

300万円（0.1％）
普通建設事業費
 2億7,552万円（7.3％）
災害復旧事業費
 1万円（0.0％）
予備費
 5,000万円（1.3％）
人件費
 8億5,464万円（22.5％）
物件費
 7億0,672万円（18.6％）
維持補修費
 3,342万円（0.9％）
扶助費
 3億1,098万円（8.2％）
補助費等
 3億4,182万円（9.0％）
公債費
 6億0,949万円（16.1％）

歳　出
（目的別）

教育費
 3億9,600万円（10.4％）
災害復旧費

1万円（0.0％）
公債費
 6億0,949万円（16.1％）
諸支出費
 496万円（0.1％）
予備費
 5,000万円（1.3％）
議会費
 6,640万円（1.7％）
総務費
 5億8,087万円（15.3％）
民生費
 8億8,416万円（23.3％）
衛生費
 4億5,286万円（11.9％）
農林水産費
 3億0,316万円（8.0％）
商工費
 7,988万円（2.1％）
土木費
 1億9,216万円（5.1％）
消防費
 1億7,671万円（4.7％）

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
公
債
費

は
昨
年
度
に
比
べ
2.1
％
減
の
６
億
９

４
９
万
円
、
繰
出
金
は
前
年
度
比
1.0

％
減
の
６
億
６
１
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
比
べ
て
増
減
の
幅
が
大

き
い
も
の
と
し
て
は
、
扶
助
費
が
10
・

0
％
増
の
３
億
１
，
０
９
８
万
円
、

一
方
普
通
建
設
事
業
費
が
28
・
6
％

減
の
２
億
７
，
５
５
２
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
扶
助
費
の
増
加
は
障
が

い
者
自
立
支
援
給
付
費
や
福
祉
医
療

給
付
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
、
普
通

建
設
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

村
営
住
宅
建
設
事
業
や
交
流
施
設
の

改
修
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

自
主
財
源
に
乏
し
く
交
付
税
等
の

依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
当

村
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
強
い
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
今
年
度
も
状
況
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

徴
収
率
の
向
上
に
よ
る
税
収
の
確

保
・
補
助
財
源
の
活
用
等
財
源
確
保

に
努
め
る
こ
と
で
歳
入
の
増
加
を
図

り
つ
つ
、
更
な
る
行
財
政
改
革
に
努

め
、事
業
執
行
で
は
「
選
択
と
集
中
」

を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的

に
執
行
す
る
こ
と
に
よ
り
財
政
の
健

全
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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【
特
別
会
計
】（
主
な
も
の
）

《
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
》

　

疾
病
の
早
期
発
見
と
重
症
化
予
防

に
よ
る
住
民
の
健
康
保
持
、
増
進
を

図
る
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
経
費

の
補
助
と
し
て
２
７
５
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

《
介
護
保
険
特
別
会
計
》

　

生
涯
現
役
の
健
康
長
寿
の
村
を
め

ざ
し
て
、
高
齢
者
自
ら
が
生
き
が
い

づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
介
護
予
防
に
関
す
る
活
動

を
通
じ
た
支
援
に
１
，
５
８
４
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

《
と
く
ら
温
泉
施
設
特
別
会
計
》及
び

《
冠
着
温
泉
施
設
特
別
会
計
》

　

今
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る

運
営
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
度
と
比
較
し
て
「
と
く
ら
温
泉

施
設
会
計
」
で
マ
イ
ナ
ス
90
・
3
％
、

「
冠
着
温
泉
施
設
会
計
」
で
マ
イ
ナ

ス
74
・
6
％
の
予
算
編
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

《
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
》

　

安
全
安
心
な
水
道
水
を
安
定
供
給

す
る
た
め
、
経
年
劣
化
に
よ
る
機
能

低
下
が
心
配
さ
れ
る
浄
水
場
の
ろ
過

装
置
や
部
材
の
交
換
に
２
２
４
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

《
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
》

　

集
落
排
水
施
設
の
非
常
用
エ
ン
ジ

ン
ポ
ン
プ
の
更
新
や
し
渣
脱
水
機

（
下
水
の
中
に
ま
じ
っ
て
い
る
小
さ

な
ご
み
を
集
め
脱
水
す
る
装
置
）
な

ど
の
部
品
交
換
に
３
７
８
万
円
。
ま

た
、
処
理
施
設
の
外
フ
ェ
ン
ス
移
設

に
よ
る
安
全
対
策
工
事
に
１
３
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

会　計　区　分　 平成25年度
予 算 額

平成24年度
予 算 額 比　較 前年度比

（％）

一 般 会 計 37億9,666万円 38億9,320万円 △9,654万円 △ 2.5

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

バ ス 事 業 2,392万円 2,280万円 112万円 4.9

国 民 健 康 保 険 7億6,833万円 7億2,347万円 4,486万円 6.2

国 民 健 康 保 険 診 療 所 6,972万円 6,963万円 9万円 0.1

後 期 高 齢 者 医 療 6,084万円 6,208万円 △124万円 △ 2.0

介 護 保 険 事 業 6億8,724万円 6億3,344万円 5,380万円 8.5

宅 地 造 成 事 業 788万円 744万円 44万円 5.9

と く ら 温 泉 施 設 1,376万円 1億4,167万円 △1億2,791万円 △ 90.3

差 切 峡 温 泉 施 設 3,143万円 2,936万円 207万円 7.0

冠 着 温 泉 施 設 2,874万円 1億1,296万円 △8,422万円 △ 74.6

簡 易 水 道 事 業 2億69万円 2億257万円 △188万円 △ 0.9

集 落 排 水 事 業 1億6,985万円 1億7,991万円 △1,006万円 △ 5.6

合 併 浄 化 槽 事 業 7,140万円 6,875万円 265万円 3.9

合　　　　　計 59億3,046万円 61億4,728万円 △2億1,682万円 △ 3.5

※表示にあたって、各予算額の千円以下は調整してあります。

款 Ｈ25予算額 主        要        な        施        策

1 議 会 費 6,640万円

2 総 務 費 5億8,087万円
地域おこし推進費 359 万円　定住促進助成金 1,250 万円　
定住促進・住環境整備調査 150 万円　筑北 Web ツーリズム事業 565 万円　
協働事業支援金 200 万円　村長選挙費 494 万円　村議会議員選挙 623 万円
参議院議員選挙費　606 万円　　　

3 民 生 費 8億8,416万円
結婚推進事業 213 万円　障害者自立支援センター増築事業 814 万円　
障害者扶助　1 億 8,567 万円　福祉医療給付　3,648 万円　
児童手当 6,514 万円

4 衛 生 費 4億5,286万円 がん検診無料クーポン券 168 万円　キラリ☆アクア健康教室 50 万円　
母子保健共同事業 129 万円　健康館管理費 627 万円

6 農林水産業費 3億316万円
人・農地プラン策定、推進 397 万円　地域おこし推進費 686 万円　
鳥獣被害対策支援事業 389 万円　農山漁村活性化対策整備事業 3,113 万円　
有害鳥獣駆除委託 355 万円　松くい虫対策・松枯損木伐採委託 1,741 万円　
林道事業 739 万円

7 商 工 費 7,988万円 商工業指導事業補助 377 万円　指導施設等改修補助金 54 万円　
住宅リフォーム等補助 300 万円

8 土 木 費 1億9,216万円 道路維持工事 2,817 万円　道路新設改良工事 8,874 万円　
道路愛護環境保全支援事業 30 万円　住宅耐震補強補助事業 120 万円

9 消 防 費 1億7,671万円
広域消防等負担金　8,631 万円　臨時ヘリポート整備事業 2,077 万円　
区内緊急連絡網整備事業 847万円　消防施設・設備・装備品整備事業 2,577万円
防犯灯新設 56万円　　　

10 教 育 費 3億9,600万円
子ども支援総合専門員等配置事業 566万円　子ども支援プロジェクト研修事業 97万円
本城小学校体育館床改修事業 2,276万円　坂北体育館床面改修事業 275万円　
文化財施設補修事業 111万円

11 災 害 復 旧 費 1万円

12 公 債 費 6億949万円 償還元金　5 億 6,128 万円　　償還利子　4,696 万円

13 諸 支 出 金 496万円 財政調整基金　334 万円

14 予 備 費 5,000万円

計 37億9,666万円 ※表示にあたって、各予算額の千円以下は調整してあります。

平成25年度　筑北村一般会計・特別会計予算総括表 平成25年度　筑北村一般会計主要施策と予算
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◇新地方公会計制度に基づき普通会計の財務４表を作成
　従来の地方公共団体の会計制度は、予算に対してどのような歳入や歳出があったのか、資金の
流れに注目した「現金主義・単式簿記」により行われてきました。
　この会計制度は、これからも継続されていきますが、一方でこの会計制度では説明しきれない
項目（資産、負債の蓄積状況や現金の支出を伴わない減価償却費を含めた行政活動に伴うコスト
の情報、将来負担すべき費用など）があります。
　そこで、昨年度に続き、筑北村では「発生主義・複式簿記」の企業会計的な手法を取り入れた
新地方公会計制度に基づき、普通会計（一般会計とバス事業特別会計）の平成 23年度決算に係
る財務４表の作成し、公表することとしました。

＜ 財務諸表１：貸借対照表 ＞

＜ 財務諸表 2：行政コスト計算書 ＞

＜ 財務諸表 3：純資産変動計算書 ＞

＜ 財務諸表 4：資金収支計算書 ＞

財務諸表で見る筑北村（普通会計）の平成23年度決算状況

《資産合計　253億1,619万円》
前年比2億2,666万円減

　 　（１）金融資産25億3,706万円
前年比1億2,875万円増
現金預金、基金、未収金など

　 　（２）非金融資産227億7,913万円
前年比3億5,541万円減
土地、建物、道路、橋りょう など

《負債合計　55億7,994万円》
前年比2億8,724万円減

公債など将来世代で負担していく債務

《純資産合計　197億3,625万円》
前年比6,059万円増

過去の世代が負担した金額や国・県が負担
した将来返済の必要のない金額、財産　　

　平成 23 年度末時点で保有する資産と、その資産をどのような財源で賄ってきたかを表していま
す。村民一人当たりに換算すると、次の通りです。

　一年間の行政サービスのうち、人的サービスや福祉サービスなど資産の形成につながらない経常
的なサービスに伴う経費（経常費用）とその行政サービスの直接の対価として得られた使用料、手
数料等経常収益の状況を表しています。

　その年度における純資産（貸借対照表上では、資産と負債の差額）の増減を表しています。

村民一人当たりの資産　　485万3千円(前年比8万2千円増）
村民一人当たりの負債　　107万円(前年比2万6千円減）

村民一人当たりの純経常行政コスト　64万8千円（前年比1万8千円増）

村民一人当たりの純資産残高　378万3千円（前年比10万9千円増）

前年度に比べると、負債が減る一方、資産（特に金融資産）が増えました。
（村民一人当たりの金額は、H24.3.31 時点での住民基本台帳人口：5,217 人で計算しています。
以下の項目についても同様です。）

※純資産の額は増えていますが、当期の変動額は、公共事業の減少等により全体で 3億 6,245 万円ほ
ど前年よりも減少しています。

§ 貸借対照表に見る財政状況　
〔 純資産比率（純資産／総資産× 100） 〕 ７8．0％
　企業会計における自己資本比率に相当するものです。資産全体のうち、純資産がどの程度占める
のかを表しています。別の見方をすると、現在までの世代がすでに負担した資産の割合をみる指標
で、この数値が高いほど将来世代への負担の先送りが少ないことになります。

※表中の金額は、表示単位未満の端数調整により、合計額が一致しない場合があります。

当期変動額：6,058 万 7 千円

平成22年度末
　純資産残高　196億7,566万3千円

平成23年度末
　純資産残高　197億3,624万9千円

経常的収支（経常的な業務に要する費用と税収や経常業務収益に関する収支） 12億 1,541 万 9千円①

資本的収支（道路や建物など固定資産の形成や基金積立に要する費用と固定資産の売却や基金の取崩しによる収入に関する収支） △ 8億 8,325 万 3千円②

財務的収支
（地方債の償還と利子の支払い等に要する費用と地方債の
発行等による収入に関する収支）

△ 3億 6,305 万 5千円③

　当期資金収支額（①＋②＋③） △ 3,088 万 9 千円　

【経常費用】 35億 5,490 万 9千円
　　うち人にかかる費用（人件費） 9億 6,657 万 5千円
　　うち物にかかる費用（物件費、維持補修費、減価償却費など） 12億 1,188 万 1千円
　　うち業務関連費用（公債費利払分） 6,619 万 4千円
　　うち移転支出的な費用（他会計への繰出や各種補助金など） 13億 1,025 万 9千円
【経常収益】 1億 7,567 万 6千円
　　うち業務収益（使用料・手数料等） 1億 580 万 1千円
　　うち業務関連収益 6,987 万 6千円

純経常行政コスト（経常費用―経常収益） 33億 7,923 万 3千円
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より良い施設運営を目指して頑張ります！！

西条温泉とくら・草湯温泉冠着荘指定管理者からのごあいさつ

 

“
信
州
の
優
し
い
村
”
と
し
て
名
高
い
筑
北
村
に
こ
の
度
ご
縁
が
あ

り
“
西
条
温
泉
と
く
ら
”
に
着
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事
は
非
常
に

う
れ
し
く
も
あ
り
誇
り
に
思
う
し
だ
い
で
す
。

　

4
月
1
日
よ
り
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
大
切
な
財
産
を
預
か
り

運
営
、
管
理
を
託
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
以
上
に
愛

さ
れ
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
村
の
情
報
発
信
源
と
し

て
村
内
外
問
わ
ず
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
“
昨
日
よ
り
も
今
日

　

今
日
よ
り
も
明
日
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
“
一
樹
の
陰
一
河
の
流
れ
も

他
生
の
縁
“
を
心
に
刻
み
”
良
く
な
っ
た
ね
！
と
く
ら
”
の
一
言
を

め
ざ
し
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
日
々
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
末
文
で
は
あ
り
ま
す
が
今
後
と
も
村
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
の
程
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
日
頃
よ
り
草
湯
温
泉
冠
着
荘
、

西
条
温
泉
と
く
ら
を
ご
利
用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

平
成
25
年
4
月
に
、
筑
北
村
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
運
営
管
理

を
受
託
し
た
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
よ
り
冠
着
荘
支
配
人
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
山
崎
森
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
ご
縁
が
あ
り
地
元
筑
北
村
に
て
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
冠

着
荘
運
営
の
根
底
と
し
携
わ
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

末
永
く
村
民
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
　
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典

　

筑
北
村
温
泉
施
設
「
西
条
温
泉
と
く
ら
」

お
よ
び
「
草
湯
温
泉
冠
着
荘
」
の
指
定
管

理
者
運
営
開
始
を
記
念
し
て
、
4
月
7
日

（
日
）、
西
条
温
泉
と
く
ら
に
て
「
指
定
管

理
者
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

来
賓
者
や
住
民
の
皆
様
、
関
係
者
な
ど

が
参
加
さ
れ
筑
北
村
長
、
筑
北
村
議
会
議

長
、
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
伊
藤
覚
取
締

役
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
新
し
い
料

理
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
「
豆
腐
御
前
」
が
披

露
さ
れ
、
来
賓
者
に
よ
る
試
食
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
豆
腐
御
前
」
は
筑
北
村
特
産
品
で
あ
る

も
え
ぎ
豆
腐
を
メ
イ
ン
と
し
、
筑
北
村
で

採
れ
た
山
菜
の
天
ぷ
ら
や
、
筑
北
産
の
は

ぜ
か
け
米
、
長
野
県
産
の
信
州
サ
ー
モ
ン

の
造
り
な
ど
、
ヘ
ル
シ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー
構

成
で
す
。

　

今
後
は
宿
泊
利
用
さ
れ
る
お
客
様
の
夕
食

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
さ
れ
る
予
定
で
、
筑

北
村
の
特
産
品
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
筑
北
村
ら
し
さ
を
活
か
せ
る
新
た

な
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
、
村
内
外
の
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
運
営
管
理
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

草
湯
温
泉
冠
着
荘
支
配
人

株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

西
条
温
泉
と
く
ら
支
配
人

株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

山
崎　

森
人

犬
飼　

正

平成24年度　筑北村協働事業支援金の実施結果について
　地域の活力を生み出す協働事業や、発展性のある事
業に対して、経費の一部を支援する「筑北村協働事業
支援金」の平成 24 年度実施結果を公表します。
　申請は随時受付けています。申請された事業の可否
を審査する選定委員会が年３回（4 月、8 月、12 月）開
催されます。

◆平成25年度　今後の予定
　 8 月審査分　申請受付〆切 8 月 12 日（月）
　12 月審査分　申請受付〆切 11 月 29 日（金）
　※ 12 月審査分以降に申請を受付けたものは、26 年度
の審査対象になります。　　　

木々健やか成長事業
【からたち倶楽部】

郷土料理の普及伝承事業
【長野県農村生活マイス

ター協会筑北協議会】

団 体 名 事 業 名 事  業  内  容  支 援 金 額（円）

大畑永農クラブ 蕎麦による地域活性化を図る蕎
麦打ち人の養成

蕎麦打ち人の養成（蕎麦打ち講習会の開催）と
蕎麦会の実施

92,200

中 尾 常 会 中尾集荷所兼バス停屋根張替え
事業 老朽化した中尾集荷所兼バス停屋根のトタンの張替え 29,685

からたち倶楽部 木々健やか成長事業 地域内に植樹した木々の手入れによる環境整備 10,074

筑北ミュージック
フェスティバル
実 行 委 員 会

筑北ミュージックフェスティバ
ル 2012 筑北ミュージックフェスティバルの開催 100,000

夢 パ レ ッ ト
坂北父ちゃん会

筑北ミュージックフェスティバ
ル 2012 への出展

筑北ミュージックフェスティバルへの出展
（「楽器あそび」プログラムの提供）

100,000

筑 北
サッカークラブ 筑北村曼荼羅リーグ（サッカー） 筑北村サッカー曼荼羅リーグの開催 87,833

安 坂 中 部 常 会 安坂中部公民館屋根ペンキ塗装 安坂中部公民館屋根のサビ止めとペンキ塗装 84,412

乱 橋 西 村 常 会 西村常会備品倉庫屋根塗装事業 地区の備品倉庫屋根のサビ止めとペンキ塗装 23,572

長野県農村生活
マイスター協会
筑 北 村 協 議 会

郷土料理の普及伝承 郷土食レシピ集を活用した講習会（かあちゃん塾）の開催 60,000

青 柳 第 ７ 常 会 青柳第７常会施設の屋根の塗装
塗り替え工事 青柳第７常会施設の屋根の塗装塗り替え 20,916

坂 北 地 区
青 柳 若 葉 会 若葉会健康づくり運動 自立した生活を維持していくための健康に関する学習会 56,000

竹場区第４常会
赤 坂 地 区 竹場赤坂集会所屋根改修事業 竹場赤坂集会所屋根の改修 100,000
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認
証
材
以
外
が
混
入
し
な
い
よ
う
管

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
証
す
る

「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
認
証
」（
製
品
認
証
）
が
あ

り
ま
す
。
製
品
に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
マ
ー

ク
を
表
示
す
る
に
は
、
原
料
を
得
る

林
業
者
（
Ｆ
Ｍ
認
証
）
か
ら
、
加
工

会
社･

流
通
会
社
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
認
証
）

ま
で
の
過
程
全
て
が
認
証
を
受
け
た

企
業
で
構
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　

植
物
油
と
は
、
再
生
産
可
能
な
大

豆
油
、
亜
麻
仁
油
、
桐
油
、
ヤ
シ
油
、

パ
ー
ム
油
等
植
物
由
来
の
油
及
び
そ

れ
ら
を
主
体
と
し
廃
食
用
油
等
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
た
再
生
油
の
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
大
豆
油
イ

ン
キ
は
日
本
に
お
い
て
は
１
９
９
０

年
代
半
ば
か
ら
普
及
し
始
め
、
現
在

で
は
平
版
イ
ン
キ
の
７
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨

　
「
都
会
を
離
れ
て
地
方
で
生
活
し

た
い
」「
地
域
お
こ
し
に
携
わ
り
た

い
」
…
生
活
の
質
や
豊
か
さ
へ
の
志

向
の
高
ま
り
か
ら
、
自
然
豊
か
な
地

方
で
生
活
す
る
こ
と
や
、
地
域
活
性

化
に
貢
献
し
た
い
等
、
地
方
へ
の
都

市
住
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
こ

の
よ
う
な
地
域
外
の
人
材
を
村
の
新

た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、
地

域
力
の
維
持
と
強
化
を
図
る
国
の
制

度
で
、
全
国
で
約
５
０
０
人
の
隊
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

筑
北
村
で
は
こ
の
４
月
か
ら
３
名

の
隊
員
を
採
用
し
、
農
業
６
次
産
業

化
担
当
と
し
て
産
業
課
に
２
名
、
移

住
・
交
流
担
当
と
し
て
村
づ
く
り
推

進
室
に
１
名
を
配
属
し
ま
し
た
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
は
、
隊

員
、
地
域
、
行
政
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
が
し
っ
か
り
形
作
ら
れ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
皆
様
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
等
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
中
で
森
林
の
破
壊
や

劣
化
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

森
林
を
適
切
に
管
理
し
、
限
ら
れ

た
資
源
を
再
生
し
な
が
ら
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

ち
く
ほ
く
」
で
も
２
０
１
３
年
３
月

号
ま
で
の
再
生
紙
を
使
用
し
た
紙
面

か
ら
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
紙
を
使
用
し

た
紙
面
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
適

切
な
森
林
管
理
を
支
援
し
、
環
境
保

護
に
貢
献
い
た
し
ま
す
。

　

森
林
認
証
制
度
と
は
、製
品
が「
適

切
に
管
理
」
さ
れ
て
い
る
森
林
か
ら

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
制
度
で
、
森
林
の
サ
イ
ク
ル
を

継
続
的
に
管
理
し
、
環
境
へ
の
配
慮

･

経
済
的
に
持
続
可
能
な
森
林
に
与

え
ら
れ
る
「
Ｆ
Ｍ
認
証
」（
森
林
管

理
認
証
）
と
、
製
品
の
製
造
・
加
工
・

流
通
な
ど
す
べ
て
の
過
程
に
お
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

２
０
１
３
年
５
月
号（
No
・
45)

か
ら
広
報
誌「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

ち
く
ほ
く
」が
変
わ
り
ま
す
。

協
力
隊
員
紹
介
！

① 

担
当
す
る
業
務

② 

筑
北
村
の
印
象

③ 

出
身
地

④ 

自
己
Ｐ
Ｒ

⑤ 

村
の
皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

田
中 

浩
司
（
写
真
右
）

①
特
産
品
開
発
販
売
促
進

②
面
接
の
時
に
初
め
て
訪
れ
た
筑
北

村
は
う
っ
す
ら
と
雪
模
様
。
凛
と

し
た
空
気
に
北
欧
の
山
村
の
よ
う

な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

③
神
奈
川
県
藤
沢
市

④
島
根
県
の
離
島
・
隠
岐
の
島
海
士

町
で
約
六
年
間
、
鳥
取
県
鳥
取
市

で
約
一
年
間
特
産
品
開
発
販
売
を

通
し
た
地
域
振
興
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
日
本
各
地
の
食
文
化
や

民
俗
行
事
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。
趣
味
は
仕
事
半
分
遊
び
半
分

の
食
べ
歩
き
と
英
会
話
。

⑤
地
区
内
で
の
行
事
や
村
内
の
食
品

加
工
施
設
な
ど
で
多
々
お
世
話
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

坂
井 

清
香
（
写
真
中
央
）

①
特
産
品
の
開
発
を
担
当
し
ま
す
。

②
ぐ
る
り
と
山
に
囲
ま
れ
、
川
と
星

が
美
し
い
自
然
豊
か
な
所
。
な
お

か
つ
、
交
通
の
便
が
良
い
。
幼
少

の
こ
ろ
か
ら
い
つ
か
住
み
た
い
所

で
し
た
。

③
東
京
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
。
千
葉
県

市
川
市
で
す
。

④
畑
仕
事
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
始
め

ま
し
た
。
ヨ
ガ
を
し
た
り
、
保
存

食
を
作
っ
た
り
、
陶
芸
を
習
い
に

行
っ
た
り
…
そ
ん
な
こ
と
が
趣
味

で
す
。

⑤
ご
縁
あ
っ
て
父
の
出
身
地
で
、
働

け
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
態
で
す

が
、
早
く
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

滝
沢 

麻
理
（
写
真
左
）

①
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
移
住

の
促
進
・
地
域
活
性
化
、
ほ
っ
と

ス
テ
イ
な
ど
の
地
域
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
担
当
し
ま
す
。

②
山
！
山
！
山
！
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
山
の
中
育
ち
な
の
に
。

③
長
野
県
上
田
市
出
身
。
大
学
か
ら

東
京
に
出
て
、
18
年
程
東
京
で
暮

ら
し
ま
し
た
。

④
マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り
し
た
性

格
で
す
が
、
心
に
決
め
た
こ
と
は

無
言
実
行
し
て
周
囲
に
び
っ
く
り

さ
れ
ま
す
。
意
外
な
行
動
力
を
活

か
し
て
頑
張
り
ま
す
。
ワ
イ
ン
が

大
好
き
で
す
。

⑤
筑
北
村
で
の
生
活
を
思
い
き
り
楽

し
み
な
が
ら
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

ブ
ロ
グ
始
め
ま
し
た
！

３
人
が
毎
日
交
代
で
活
動
内
容
や
考
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ち
ー
ブ
ロ
で
探
し
て
下
さ
い
ね
！

http://blog.chiiblo.jp/chiikiokoshi

3人をよろしくお願いします。

①
紙
面
の
紙
質
を
再
生
紙
か
ら

Ⓡ

Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
紙
使
用
に
切
り

替
え
ま
し
た
。

②
紙
面
に
使
用
す
る
イ
ン
キ
を

大
豆
イ
ン
キ
の
み
の
使
用
か

ら
環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ

ン
キ
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

今
の
地
球
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象

等
の
影
響
で
各
地
の
穀
物
凶
作
の
発

生
や
、
化
石
燃
料
の
代
替
と
し
て
バ

イ
オ
燃
料
の
需
要
が
拡
大
し
、
大
豆

を
は
じ
め
と
し
た
穀
物
価
格
が
大
き

く
変
動
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
食
料
で
あ
る

大
豆
を
原
料
と
す
る
大
豆
油
に
限
定

し
て
、
環
境
対
応
型
イ
ン
キ
の
原
料

と
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
と
は

言
え
ず
、
一
般
的
に
非
常
用
と
さ
れ

る
他
の
植
物
油
に
も
使
用
を
拡
大
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
大

豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ

ン
キ
の
使
用
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中

の
４
月
７
日
に
安
曇
野
市
穂
高
自
動

車
学
校
に
て
安
曇
野
交
通
安
全
協
会

の
主
催
で
第
22
回
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

安
全
運
転
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

安
協
筑
北
支
部
で
は
、
日
頃
か
ら

高
齢
者
の
送
迎
等
で
車
の
運
転
機
会

が
多
い
こ
と
、
ま
た
自
身
の
運
転
技

術
の
再
確
認
及
び
高
齢
者
を
安
全
に

送
迎
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意

味
を
含
め
、
筑
北
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
参
加
依
頼
を
し
、
チ
ー
ム
を
結

成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

団
体
入
賞
は
惜
し
く
も
逃
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
個
人
入
賞
に
２
名

輝
き
ま
し
た
。

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
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♪すこやか子育てだより♪

歯の健康を守りましょう！！

来月 6月 4日～ 10日は、「歯と口の健康週間」です。
生きていくために、歯はとても重要な体の器官のひとつです。
長野県は男女ともに、日本一の長寿県となりました。何故、長寿になれたのかを様々な
視点で研究がなされていますが、その一つに「歯及び口腔状況の状態」という研究もされ
ています。
歯周病になると、歯が抜けてしまうという問題だけでは済みません。食べ物を美味しく
感じられなくり健康を害してしまったり、脚力やバランス能力等の運動機能が低下するば
かりでなく、歯周病菌が血液で全身に運ばれることで、心臓病やリウマチ、動脈硬化を引
き起こす可能性もあります。また、高齢者では特に、歯周病菌で誤飲性肺炎を起こすこと
も知られています。
最近では、柔らかい食べ物が多くなったこと、唾液の量が減ってきていること等々から
子どもの歯周病も急増しています。
国では、生涯にわたり自分の歯を 20 歯以上保つことにより、健全なそしゃく能力を維
持し、健やかで楽しい生活を過ごそうという 8020 運動を提唱・推進しています。
歯は、母親の胎児時期のかなり早期な時期からでき始めます。下記の表に平均的な【歯
の育ち】を載せましたのでご参照ください。

大切な歯を守るため、お子さんが 9歳までは仕上げ磨きが必要と言われています。
家族全員で大切な歯を守るために、生活リズムを整え、半年に一度は家族全員が歯科検
診を受けましょう！ !

ご不明な点は住民福祉課健康づくり係保健師（電話 66-2111）までお気軽にご相談ください。

学童期 思春期 青年期 壮年期 老年期

7歳 12歳 15歳から 20歳から 40歳から 65歳から

永久歯への生え
変わりが盛んと
なる。

歯の手入れは個人差が大きい

歯周組織の抵抗
力が衰え始める。
喫煙による歯科
への影響が出る。

歯を喪失し始め
る。歯槽膿漏な
どの歯周疾患の
進行。

歯の喪失が急増。
咀嚼機能の低下。

学校歯科健診 学校歯科健診
義務教育終了後は
学校歯科保健また
は個人の検診受診

歯科検診は個人に任せられる。

妊娠期 乳児期 幼児期

7カ月 10ヵ月 1歳 1歳半 2歳半 3歳から6歳
胎生７週頃
から乳歯の
基ができ始
める

下の歯が生
え始める

上下各2本
の前歯が生
え始める

上下各4本
の前歯が生
え始める

奥歯が生え
始める

乳歯 20本
が生えそろ
う

乳歯はエナメル質がギザギザ
で酸に侵されやすく、う歯（虫
歯）になりやすい。
　＊ 6歳：6歳大臼歯の生え
始め。完全に生えるまで 1年
間かかるので、磨きにくく、
う歯になりやすい !!

7か月相談 10ヵ月健診 お誕生教室 １歳半健診 2歳児相談 3歳児健診・保育園歯科検診

【歯の育ち】平均的歯の状況

　

村
で
は
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
年

齢
の
方
に
、
一
人
で
も
多
く
が
ん
検
診

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、　

25
年

度
も
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
対
象
と
な
る
方
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

24
年
度
は
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
利

用
し
て
受
診
さ
れ
る
方
が
や
や
少
な

く
、
乳
房
検
診
45
人
、
子
宮
が
ん
検

診
24
人
、
大
腸
検
診
71
人
で
し
た
。

平
均
受
診
率
は
25
・
8
％
で
し
た
。

せ
っ
か
く
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で
す

の
で
有
効
に
利
用
し
て
、
が
ん
の
早

期
発
見
に
努
め
、
が
ん
か
ら
大
切
な

命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

乳
房
検
診

（
１
）無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者

　

Ｈ
24
年
度
に
40
歳
・
45
歳
・
50

歳
・
55
歳
・
60
歳
に
な
っ
た
方

・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
の
み
対

象
に
な
り
ま
す
。

（
２
）筑
北
村
限
定
無
料
ク
ー
ポ
ン
対

象
者

　

村
で
は
対
象
者
の
幅
を
広
げ
て
、

Ｈ
24
年
度
中
の
年
齢
が
46
歳
か
ら

59
歳
ま
で
の（
１
）の
対
象
者
を
除

が
ん
検
診
い
つ
受
け
る
の
？

今
で
し
ょ
！（
が
ん
征
圧
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

〜
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

新
た
に
森
林
の
土
地
の
所
有
者
に

な
る
と
村
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
時
に
は

届
出
が
必
要
で
す
。

く
方
に
も
無
料
で
乳
房
検
診
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
し
ま
し
た
。

・
村
の
集
団
検
診
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
検
診
・
超
音
波
検
診
の
み
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
（
１
）・（
２
）の
対
象
者
の
方
に
は
詳

し
い
ご
通
知
を
お
届
け
し
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診

・
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者

　

Ｈ
24
年
度
に
20
歳
・
25
歳
・
30

歳
・
35
歳
・
40
歳
に
な
っ
た
方

・
検
査
方
法
は
子
宮
頸
が
ん
検
査
で

す
。

・
対
象
の
方
に
は
詳
し
い
ご
通
知
を

お
届
け
し
ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診

・
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者

　

Ｈ
24
年
度
に
40
歳
・
45
歳
・
50

歳
・
55
歳
・
60
歳
に
な
っ
た
方

・
検
査
方
法
は
便
潜
血
反
応
検
査
で
、

村
の
検
診
の
み
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
。

・
3
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
各
種

が
ん
検
診
申
込
書
で
が
ん
検
診
を

希
望
さ
れ
た
方
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

及
び
大
腸
容
器
を
お
届
け
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

電
話　

66
―
２
１
１
１

　

平
成
24
年
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、

昨
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所

有
者
と
な
っ
た
方
は
市
町
村
長
へ
の

事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
届
出
対
象
者

　

個
人･

法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や

相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新

た
に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
関
わ

ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

■
届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら

90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ

る
市
町
村
の
長
に
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
時
に
は
、

事
前
に
伐
採
届
（
伐
採
及
び
伐
採
後

の
造
林
の
届
出
書
）
を
提
出
す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
無
秩
序
な
伐
採
に
よ
り

森
林
の
大
切
な
働
き
が
失
わ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　
■
届
出
対
象
者

・
森
林
所
有
者

　

自
身
で
伐
採
す
る
場
合
、
請
負
に

よ
る
伐
採
等

・
伐
採
業
者

　

森
林
所
有
者
か
ら
山
林
の
立
木
を

買
い
受
け
伐
採
す
る
場
合
等

■
届
出
期
間

　

伐
採
予
定
日
の
90
日
か
ら
30
日
前

ま
で
に
、
村
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は産業

課
（
67
―
２
０
０
２
）

又
は
長
野
県
松
本
地
方
事
務
所

林
務
課
（
40
―
１
９
２
８
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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４
月
７
日
に
本
城
多
目
的
ホ
ー
ル

に
て
筑
北
村
消
防
団
入
団
式
及
び
辞

令
交
付
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
に
10
名
の
新
入
団

員
を
迎
え
、
消
防
団
活
動
に
従
事
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
消
防
団
初
と
な
る
女

性
消
防
団
員
４
名
が
入
団
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
に
女
性
が
加
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
男
女
双
方
か
ら
の
視
点
に

よ
り
災
害
時
の
手
厚
い
ケ
ア
等
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

消
防
団
は
ど
ん
な
に
小
さ
な
火
災

で
も
初
期
段
階
で
消
火
し
、
住
民
の

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
こ
と
を

使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
消
防
団
の
現
状

は
年
々
団
員
数
が
減
少
し
て
い
る
た

め
、
万
一
の
災
害
時
に
お
け
る
消
防

力
の
低
下
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
団

員
の
確
保
が
最
重
要
課
題
の
一
つ
で

も
あ
り
ま
す
。

　

男
性
の
み
な
ら
ず
、
女
性
の
皆
さ

ん
、
地
域
を
守
る
消
防
団
に
入
団
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
お
近
く
の
消
防
団
員
又

は
総
務
課
総
務
係
（
電
話
66
―
２
２

　

麻
績
消
防
署
と
明
科
消
防
署
で
は
、

傷
病
者
へ
の
救
命
効
果
向
上
を
図
る

た
め
、
上
級
救
命
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
大
人
・
小
児
・
乳
児
を
対
象

と
し
た
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
の
実

技
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法
、
出
血
時
の
止
血

法
の
応
急
手
当
な
ど
の
講
習
を
行
い

ま
す
。

■
開
催
日
時

平
成
25
年
6
月
22
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

■
開
催
場
所

麻
績
消
防
署　

２
階
会
議
室

麻
績
村
麻
１
０
３
８
９
―
３

■
定
員
及
び
受
講
料

　

30
名
・
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
方
法　

麻
績
消
防
署
ま
た
は
明
科
消
防
署

で
直
接
受
講
申
込
書
を
記
入
、
も

し
く
は
電
話
申
し
込
み
。

　

麻
績
消
防
署

電
話　

６
７
―
２
９
９
２

　

明
科
消
防
署

電
話　

６
２
―
２
９
９
２

■
申
込
締
切

　

平
成
25
年
６
月
19
日
（
水
）

平
成
25
年
度
筑
北
村
消
防
団

入
団
式
及
び
辞
令
交
付
式

上
級
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

１
１
）
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
宮
下　

紘
一
さ
ん
、

山
岸　

清
孝
さ
ん
が
こ
の
度
引
き
続

き
、総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
行
政
相
談
委
員
と
し
て

山
㟢　

貞
子
さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
行
政
相
談
」
と
は
、
皆
さ
ん
か

ら
、
国
の
役
所
や
独
立
行
政
法
人
及

び
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に

関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聴

き
し
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る

も
の
で
す
。
こ
の
身
近
な
窓
口
が
行

政
相
談
委
員
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

・
お
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　
　
　
　
　

電
話
66
―
２
２
１
１

　

村
で
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や

バ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
ご
要

望
や
利
便
性
等
を
考
慮
し
、
西
条
温

泉
と
く
ら
線「
ラ
ポ
ー
ル
聖
南
店
前
」

と
乱
橋
線
「
本
町
口
」
の
２
箇
所
に

バ
ス
停
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
村
で
は
公
共
交
通
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
住
民
の
足
と
な
っ

て
い
る
バ
ス
運
行
の
現
状
に
お
け
る

路
線
の
見
直
し
や
増
便
又
は
地
域
に

合
っ
た
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
今
後
の
公
共
交
通
の
あ
り

方
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
村
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
き

き
し
な
が
ら
検
討
委
員
会
に
お
い
て

論
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
係　

66
―
２
２
１
１

行
政
相
談
委
員
が
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

村
営
バ
ス
の
バ
ス
停
を

２
箇
所
新
設
し
ま
し
た

新設されたラポール聖南店前　バス停 乱橋線・本町口　バス停

松本広域連合消防職員採用資格試験（上級）
申込期間:平成25年6月5日（水）〜6月9日（日）

来年4月に採用予定の松本広域連合消防職員（上級）の採用資格試験を次のとおり実施します。
◆募集内容

試験区分 採用予定人員 受　験　資　格

上級 消防 若干名 昭和 60 年 4 月 2 日から平成 4 年 4 月 1 日までに生まれた人で、
大学卒業程度の学力を有する人

◆第 1 次試験（教養・適性・体力試験）
⑴　平成25年6月30日（日）
⑵　場所：教養試験　松本市波田公民館・体力試験　松本市波田体育館

◆受験申込
平成25年6月5日（水）から6月9日（日）までに、松本広域連合事務局（松本市役所波田支所）へ、
本人が直接、試験申込書を持参してください。土、日曜日も受付を行います。

◆試験案内・申込用紙
松本広域連合事務局・消防局・各消防署、松本広域連合関係８市村の市役所・役場にあります。
※郵送希望の人は、140円切手を貼付し、送付先の住所・氏名を記載した角2の返信用封筒を同封

の上、赤字で「試験案内希望」と明記してお早めに次まで請求してください。
〒 390-1401　松本市波田 4417 番地１　松本市役所波田支所４階

　　　松本広域連合事務局総務課　（電話 0263-87-5460）　　
※　試験案内はホームページでもご覧になれます。アドレス http://www.m-kouiki.or.jp

　自動車税・軽自動車税は、5月31日（金）までに納めましょう　
　平成２５年度の自動車税・軽自動車税の納期限は、５月３１日です。必ず納期限までに納めましょう。
自動車税・軽自動車税は、各年度の４月１日を基準として自動車・バイクを所有されている方に課税さ
れますので、納税通知書によりお近くの金融機関等で納付してください。（軽自動車税については、役
場でも納付出来ます。）
自動車の継続検査（車検）又は構造等変更検査を受けるときには、自動車税納税証明書が必要です。
この納税証明書は納税通知書の領収書の横についていますので、納付が済みましたら自動車検査証と一
緒に大切に保管してください。ご不明な点、ご相談は次の連絡先までご連絡ください。

◆軽自動車税に関すること　筑北村総務課総務係　　　　（電話６６－２２１１）まで
◆自動車税に関すること　　長野県松本地方事務所税務課（電話４０－１９０６）まで
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筑北村・議会事務局・教育委員会等 担当者一覧
この四月一日人事異動により担当者が一部替わりました。
指定管理者制度に伴って温泉施設の一部が変更になっています。今後ともよろしくお願いします。

電
話
番
号
等
一
覧

◇
坂
北
総
合
支
所

（
総
務
課・村
づ
く
り
推
進
室・村
民
課・

議
会
事
務
局
・
会
計
室
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
６

－

３
６
５
６

◇
本
城
総
合
支
所

（
住
民
福
祉
課
・
建
設
課
・
村
民
課
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
６

－

３
３
７
０

◇
坂
井
総
合
支
所  

（
産
業
課
・
村
民
課
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７

－

２
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
７

－

３
６
８
７

◇
筑
北
村
教
育
委
員
会
事
務
局

（
こ
ど
も
支
援
課
・
生
涯
学
習
課
・

学
校
等
統
合
準
備
室
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７

－

１
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
７

－

２
１
７
０

◇
筑
北
村
公
民
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７

－

２
０
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
７

－

２
１
７
０

◇
本
城
保
育
園Ｔ

Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
９
７
５

◇
坂
北
保
育
園Ｔ

Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
０
４
３

◇
坂
井
保
育
園Ｔ

Ｅ
Ｌ
６
７

－

２
１
５
３

◇
坂
北
荘

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
２
２
３

◇
西
条
温
泉
と
く
ら

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
１
１
４

◇
冠
着
荘

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７

－

２
２
１
６

◇
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
６

－

２
３
２
２

◇
国
民
健
康
保
険
診
療
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７

－

４
１
１
５

※【　】内は、その課が置かれている場所です。

平成25年4月1日現在
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筑北村
議会だより

平成25年5月17日発行

編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7601
長野県東筑摩郡筑北村坂北 2187 番地
電話　0263-66-2211
FAX　0263-66-3656
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

本議会の映像は
筑北村ホームページから
ご覧になれます。

修
正
理
由

　

事
前
に
議
会
全
員
協
議
会
等
で
議

論
の
場
が
な
く
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
、

誠
に
遺
憾
で
あ
る
が
、
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
の
答
申
も
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
村
民
の
積
極
的
な
議

会
議
員
の
立
候
補
に
期
待
し
た
い
こ

と
や
、
他
町
村
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら

も
理
解
で
き
る
。
新
た
な
村
議
会
の

活
性
化
の
必
要
性
、
議
会
活
動
の
充

実
、
更
な
る
村
の
発
展
に
繋
が
る
こ

と
な
ど
も
視
野
に
入
れ
る
と
今
回
の

改
正
は
必
要
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
、
本
年
11
月
は
議
会
議
員

の
改
選
期
で
、
残
り
約
７
か
月
の
任

期
で
あ
り
、
住
民
感
情
か
ら
し
て
も

理
解
が
得
ら
れ
る
状
況
で
は
な
い
。

そ
こ
で
附
則
中
に
修
正
案
を
加
え
る

こ
と
を
提
出
し
た
。

一
般
質
問

職
員
の
退
職
金
引
き
下
げ

　
　
　

給
与
の
削
減
に
村
は

宮
澤
　
信
雄
　
議
員

質
問　

退
職
金
引
き
下
げ
は
、
国
で

は
２
０
１
２
年
度
中
の
退
職
手
当
引

き
下
げ
を
決
め
た
。
県
・
市
町
村
で

そ
の
対
応
が
さ
れ
て
い
る
。
給
与
削

減
を
実
施
し
な
け
れ
ば
地
方
交
付
税

を
削
減
す
る
と
脅
か
し
、
強
制
の
削

減
で
あ
る
。
行
政
改
革
で
給
与
や
職

員
数
を
削
減
し
て
き
た
地
方
の
努
力

を
踏
み
に
じ
る
一
方
的
押
し
つ
け
に

つ
い
て
村
の
対
応
を
尋
ね
る
。

村
長　

退
職
金
は
、
県
で
は
４
月
１

日
か
ら
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
で
、

県
下
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
で
扱
っ
て
い
る

退
職
金
も
、
今
後
３
年
間
に
段
階
的

に
引
き
下
げ
を
行
う
決
定
通
知
を
受

け
て
い
る
。
給
与
削
減
は
、
市
町
村

レ
ベ
ル
で
一
方
的
な
押
し
つ
け
に
反

対
の
態
度
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
の
経
済
運
営
の
ひ
ず
み
を
公
務
員

の
給
料
へ
の
し
わ
寄
せ
を
し
、
調
整

す
る
手
法
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
我
が
村
も
現
状
は
６
割
以

上
が
国
の
財
政
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
財
政
基
盤
の
弱
い
村
と
し
て

推
移
を
見
き
わ
め
て
対
応
し
た
い
。

区
長
会
の
組
織
化
を

質
問　

区
長
の
任
期
２
年
を
進
め
る

な
ら
、
区
長
会
の
組
織
体
制
を
つ
く

る
こ
と
が
、
会
の
自
主
運
営
に
よ
る

自
治
の
あ
り
方
が
生
か
さ
れ
、
人
材

の
育
成
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が

で
き
る
と
思
う
が
考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

区
長
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

今
後
を
展
望
し
た
時
、
区
を
単
位
と

し
た
村
づ
く
り
を
深
め
て
い
く
課
題

に
直
面
し
て
い
て
、
区
長
と
十
分
協

議
を
し
、
区
の
役
割
、
仕
組
み
づ
く

り
等
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

防
災
計
画
の
見
直
し
は

質
問　

23
年
度
中
に
、
地
域
防
災
計

画
全
体
の
見
直
し
を
行
い
、
検
討
を

整
理
し
、
安
心
・
安
全
の
よ
り
ど
こ

ろ
で
あ
る
避
難
所
は
き
ち
っ
と
確
保

で
き
る
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
見
直
し
に
つ

い
て
の
現
況
を
尋
ね
る
。

村
長　

全
面
見
直
し
を
し
て
お
り
、

議
会
３
月
定
例
会

　

平
成
25
年
３
月
８
日
か
ら
３
月
18

日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
条
例
及
び
予
算
関
係
等
、

議
案
43
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ

れ
ま
し
た
。（
詳
細
別
紙
）

修
正
動
議
提
出

「
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
に
対
し
て
、
修
正
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
（
改
正
前
）　　
　
（
改
正
後
）

期
末
手
当

　
　

３
．
０
５
月
→　

２
．
９
月

　
　

20
％
加
算　

→　

40
％
加
算

修
正
案

　

施
行
日
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日

と
し
、
適
用
日
を
現
議
員
の
任
期
後

の
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
と
す
る
。

第45号

村
の
現
状
に
あ
わ
せ
て
ど
う
か
。
新

し
く
原
子
力
災
害
と
い
う
領
域
も
追

加
し
て
、
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い

る
。
今
年
度
は
、
内
容
の
検
討
に
加

え
て
、
関
連
す
る
部
署
の
名
称
変
更

も
あ
る
の
で
、
見
直
し
を
か
け
な
が

ら
仕
上
げ
を
し
て
い
き
た
い
。
25
年

度
中
に
は
完
成
す
る
よ
う
作
業
が
進

行
し
て
い
る
。

質
問　

防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
も

重
要
、
女
性
を
含
め
た
体
制
を
取
る

べ
き
と
思
う
が
考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

女
性
も
入
る
こ
と
も
必
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。
早
急
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

村
長
２
期
目
に
対
す
る
考
え
方

久
保
田
　
義
信
　
議
員

質
問　

残
任
期
間
８
か
月
の
今
日
、

明
確
な
答
弁
、
決
意
表
明
は
ど
う
か
。

村
長　

任
期
中
全
力
で
そ
の
任
を
全

う
し
、
任
期
を
最
後
の
一
日
ま
で
少

し
で
も
前
進
さ
せ
た
い
。

通
年
型
予
算
と
村
長
の
予
算
査
定

質
問　

通
例
だ
と
骨
格
型
予
算
と
す

べ
き
だ
が
、
通
年
型
予
算
と
し
た
理

由
と
村
長
の
予
算
査
定
は
ど
う
か
。

村
長　

後
期
総
合
計
画
２
年
目
、
継

続
、
補
強
し
て
課
題
に
取
り
組
む
経

過
年
度
で
あ
る
。
国
の
予
算
と
の
関

連
で
、
総
合
情
勢
を
勘
案
し
、
予
算

編
成
は
、
結
果
的
に
37
億
円
台
と
な

っ
た
。補

正
予
算
の
あ
り
方

質
問　

補
正
予
算
６
号
で
一
億
円
を

追
加
し
、
総
額
45
億
６
千
７
百
万
円

基
金
積
立
一
憶
６
千
万
円
と
し
た
。

特
別
交
付
税
確
定
後
、
３
月
31
日
付

専
決
で
、
補
正
予
算
７
号
を
行
う
。

一
か
月
２
回
の
補
正
は
い
か
が
か
。

総
務
課
長　

現
在
７
千
万
円
の
予
備

費
が
あ
る
。
特
別
交
付
税
は
３
月
20

日
頃
確
定
し
、
剰
余
金
を
一
括
基
金

積
立
て
、
例
年
規
模
の
繰
越
と
し
た

い
。結
果
的
に
は
、専
決
処
置
と
す
る
。

25
年
度
行
政
改
革
の
基
本
方
針

質
問　

行
政
改
革
大
綱
、
改
革
プ
ラ

ン
（
22
～
26
年
度
）
事
務
事
業
、
組

織
機
構
の
見
直
し
等
、
本
庁
総
合
支

所
、
分
庁
方
式
の
解
消
は
ど
う
か
。

村
長　

総
合
支
所
を
本
庁
方
式
に
再

編
は
合
併
以
来
の
課
題
で
あ
る
。
行

革
プ
ラ
ン
で
も
26
年
実
施
と
な
っ
て

い
る
。
25
年
度
具
体
策
の
決
定
が
で

き
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。
Ｊ
Ａ
支

所
の
再
編
、「
里
の
駅
」
構
想
と
し
て
、

過
疎
化
に
歯
止
め
を
す
る
地
域
の
セ

ン
タ
ー
機
能
を
行
政
、
Ｊ
Ａ
、
商
工

会
ほ
か
組
織
関
係
者
の
意
向
も
踏
ま

え
て
、
25
年
度
中
に
検
討
、
26
年
度

に
は
実
施
し
た
い
。

村
民
に
身
近
な
役
場

質
問　

合
併
し
村
民
の
顔
が
分
ら
ず
、

役
場
の
敷
居
が
高
く
、
入
り
に
く
い

と
い
う
声
も
あ
る
が
ど
う
か
。

村
長　

窓
口
対
応
の
品
質
を
上
げ
る

検
討
を
し
て
い
る
。
一
つ
に
親
し
み

や
す
さ
、
お
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
い
状
況
を
ど
う

作
る
か
、
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
親

し
ま
れ
る
窓
口
づ
く
り
に
心
が
け
て

い
く
。開

か
れ
た
教
育
と
は

質
問　

２
月
23
日
の
「
信
濃
毎
日
新

聞
」
で
、
公
開
が
原
則
の
教
育
委
員

の
会
議
で
、
県
下
約
８
割
の
63
市
町

村
で
年
間
を
通
じ
て
傍
聴
者
は
ゼ
ロ

と
報
道
さ
れ
た
。
学
校
教
育
、
統
合
、

生
涯
学
習
、
顔
の
見
え
る
事
務
事
業

の
明
確
化
は
い
か
が
か
。

教
育
長　

当
村
教
育
委
員
会
も
23
・

24
年
度
傍
聴
者
は
な
い
。
子
供
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
委
員
会
は
秘

密
会
で
、
そ
の
ほ
か
は
傍
聴
は
原
則

公
開
で
あ
る
。
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で

の
子
供
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
社
会

教
育
、
生
涯
学
習
、
学
校
統
合
に
つ

い
て
の
協
議
も
あ
り
、
積
極
的
な
広

報
に
努
め
、
よ
り
開
か
れ
た
教
育
委

員
会
と
し
た
い
。

農
業
６
次
産
業
化
の
進
捗
状
況

　
　

と
菜
種
採
油
の
商
品
化
は

田
口
　
茂
　
議
員

質
問　

産
業
課
を
独
立
さ
せ
、
村
開

発
公
社
に
て
こ
入
れ
を
し
て
き
た
が
、

農
産
加
工
品
等
の
開
発
が
目
に
見
え

て
こ
な
い
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

村
長　

６
次
産
業
化
は
、
地
域
の

特
産
を
生
か
し
て
付
加
価
値
を
つ

け
販
売
す
る
こ
と
で
全
体
の
経
済

の
活
性
化
、
雇
用
の
確
保
、
あ
る

い
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
ね
ら
い
を
持
っ
て
い
る
。
地

域
資
源
の
中
で
加
工
適
性
を
持
っ

た
資
源
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る

か
平
成
23
年
度
に
洗
い
出
し
を
し

た
。
同
時
に
地
域
に
ど
う
い
う
商
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な
い
荒
廃
地
を
、
村
の
活
性
化
に
役

立
た
せ
る
た
め
に
も
早
急
に
見
直
し

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。　

こ
の
ほ
か
、
農
協
の
再
編
計
画
問
題

も
取
り
上
げ
た
。

地
籍
調
査
は
進
ん
で
い
る
の
か

前
山
　
栄
二
　
議
員

質
問　

旧
坂
北
村
時
代
の
平
成
９
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
地
籍
調
査
の

進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

村
長　

平
成
９
年
度
か
ら
坂
北
東
山

地
区
よ
り
始
ま
り
、
現
在
、
仁
熊
地

区
上
手
方
迄
調
査
が
進
行
し
て
い
る
。

以
降
坂
北
地
域
全
域
の
完
了
年
度
は

平
成
32
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問　

現
在
残
っ
て
い
る
工
区
は
何

工
区
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

全
体
で
は
21
工
区
あ
り

14
工
区
ま
で
は
終
了
し
て
い
る
。

質
問　

完
了
さ
せ
る
に
は
年
間
何
工

区
の
進
捗
を
み
た
ら
い
い
の
か
。　

総
務
課
長　

１
工
区
16
町
歩
か
ら
20

町
歩
前
後
で
進
め
て
い
る
。
国
の
予

算
も
微
妙
で
今
ま
で
よ
り
減
額
の
予

想
も
あ
り
、
若
干
落
と
さ
れ
た
補
助

金
に
な
れ
ば
、
ず
れ
込
む
可
能
性
も

あ
る
。

質
問　

地
籍
担
当
の
職
員
は
、
県
土

品
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
か
、
９
グ

ル
ー
プ
の
加
工
グ
ル
ー
プ
が
つ
く

っ
て
い
る
商
品
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
検
討
し
た
。
９
グ
ル
ー

プ
に
対
し
て
は
、
元
気
ア
ッ
プ
事

業
を
取
り
入
れ
産
業
課
と
公
社
が

連
携
し
て
昨
年
か
ら
今
年
ま
で
や

っ
て
き
た
が
、
問
題
は
、
や
は
り

担
い
手
で
あ
る
。
９
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
は
や
り
続
け
て
き
た
ベ
テ

ラ
ン
の
グ
ル
ー
プ
が
中
心
で
あ
り
、

意
欲
は
あ
る
が
、
気
力
、
体
力
か

ら
い
う
と
現
状
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、

立
派
な
プ
ラ
ン
が
で
き
て
も
、
誰

が
や
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
詰
ま

っ
て
し
ま
う
。
今
後
は
、
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
し
な
が
ら
後
に
続
く
メ
ン

バ
ー
を
こ
の
中
に
順
次
入
っ
て
い

た
だ
き
担
い
手
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。
近
々
４
グ
ル
ー
プ
で
任
意

組
織
で
あ
る
が
、
加
工
を
進
め
て

い
く
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
機
運

に
な
っ
て
き
た
。
新
年
度
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
と
連
携
を

取
っ
て
、
ネ
ッ
ト
販
売
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

菜
種
の
採
油
の
商
品
化
に
つ

い
て
当
村
で
は
や
ら
な
い
と
い
う
理

解
で
よ
い
か
尋
ね
る
。

村
長　

菜
種
油
に
つ
い
て
は
、
瓶
詰

地
改
良
連
合
会
に
戻
る
１
名
含
め
３

人
で
あ
る
が
、
隣
村
で
は
５
人
体
制

と
聞
く
。
再
度
体
制
を
見
直
し
、
迅

速
化
が
図
れ
な
い
の
か
。
ま
た
本
城
、

坂
井
地
域
は
33
年
度
以
降
に
着
手
す

る
の
か
。　
　
　
　
　

村
長　

現
在
以
上
に
増
員
す
る
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

補
助
金
の
獲
得
次
第
で
は
極
力
外
注

方
式
を
取
り
入
れ
、
進
度
を
上
げ
る

事
は
可
能
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
く
。
未
着
手
の

本
城
、
坂
井
地
域
は
早
い
時
期
に
着

手
で
き
る
よ
う
、
外
注
方
式
の
組
み

合
わ
せ
を
含
め
検
討
し
た
い
。
ど
の

地
域
よ
り
着
手
す
る
の
か
は
総
合
的

に
検
討
し
て
判
断
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

災
害
等
で
流
失
、
消
滅
し
た

土
地
に
課
税
は
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

災
害
等
で
地
形
が
変
化

し
て
い
る
場
所
は
現
況
課
税
と
い
う

こ
と
で
本
人
か
ら
の
申
し
立
て
に
よ

り
現
地
を
確
認
し
て
適
正
な
課
税
を

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

空
き
家
管
理
条
例
に
つ
い
て

質
問　

４
月
１
日
よ
り
施
行
予
定
だ

が
不
明
所
有
者
、
管
理
者
を
探
し
だ

め
加
工
販
売
は
断
念
し
た
と
は
言
っ

て
い
な
い
。
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
、

も
が
い
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
と

協
力
隊
員
に
求
め
る
も
の
は　

質
問　

今
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
我
が
村
と
し
て
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
て
ど
ん
な
こ
と
を
求
め
て

い
く
か
、
そ
の
方
向
性
を
尋
ね
る
。

村
長　

今
年
度
は
３
名
の
採
用
予

定
で
あ
り
、
一
人
は
農
業
６
次
産

業
化
で
製
造
販
売
し
て
い
く
形
ま

で
持
っ
て
い
く
。
一
人
は
、
で
き

た
商
品
を
ネ
ッ
ト
販
売
を
含
め
て

ど
う
販
売
し
て
い
く
の
か
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
を
中
心
に
や
っ
て
い
く
。

一
人
は
、
都
市
の
交
流
を
す
る
上

で
、
空
き
家
を
活
用
し
て
、
都
市

か
ら
居
住
型
で
こ
の
地
域
へ
移
り

住
ん
で
も
ら
う
仕
組
づ
く
り
を
す

る
内
容
で
考
え
て
い
る
。

紛
失
し
た
パ
ソ
コ
ン　
　

　
　

住
民
へ
の
謝
罪
は

柳
沢
　
忠
　
議
員

質
問　
Ｊ
Ｒ
か
ら
払
い
下
げ
に
な
っ

た
廃
線
レ
ー
ル
が
紛
失
し
た
問
題
が

す
方
策
は
ど
う
か
。　
　
　
　

村
長　

一
つ
に
は
ゆ
か
り
の
あ
る
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
割
り
出
す
方
法
、

も
う
一
つ
は
固
定
資
産
台
帳
か
ら
割

り
出
す
方
法
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

空
き
家
所
有
者
は
経
済
的
問

題
を
抱
え
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ

の
時
の
解
体
代
執
行
費
用
の
回
収
は

ど
う
か
。　

村
長　

条
令
に
あ
る
よ
う
に
当
該
物

件
に
対
す
る
費
用
は
自
己
責
任
と
な

る
。
経
済
的
に
問
題
が
あ
れ
ば
身
内
、

親
戚
縁
者
に
協
力
を
お
願
い
す
る
場

合
も
あ
る
。

質
問　

現
在
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
た
物
件
は
何
軒
あ
る
の
か
。　

副
村
長　

登
録
状
況
は
賃
貸
が
９
件
、

売
却
希
望
が
３
件
、
宅
地
売
却
が
１

件
の
計
13
件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

賃
貸
家
屋
の
８
件
が
契
約
に
な
っ
て

い
る
。

い
ま
だ
に
解
決
し
て
い
な
い
。
村
長

は
「
こ
の
問
題
を
一
つ
の
教
訓
と
し

て
、
村
の
財
産
管
理
に
は
十
分
注
意

し
な
が
ら
、
誠
実
に
共
有
財
産
の
管

理
を
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
昨
年
、
高
額
な
パ
ソ

コ
ン
が
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。
議
会

に
は
謝
罪
が
あ
っ
た
が
村
民
に
は
謝

罪
が
な
い
。
広
報
等
で
謝
罪
す
べ
き

で
あ
る
が
い
か
が
か
。

村
長　

ど
の
よ
う
に
住
民
に
陳
謝
す

れ
ば
い
い
の
か
、
大
局
的
に
見
て
ど

の
段
階
で
な
に
を
す
べ
き
か
を
私
な

り
に
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

村
長
の
任
期
中
の
課
題
と
し

て
、
紛
失
し
た
事
実
を
村
民
に
説
明

し
、
綱
紀
粛
正
の
姿
勢
を
表
明
す
べ

き
で
あ
る
。

開
発
公
社
職
員
と
そ
の
成
果

質
問　

ど
ん
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か

わ
か
ら
な
い
開
発
公
社
の
事
務
長
と

顧
問
、
こ
れ
と
い
っ
た
開
発
商
品
が

な
い
の
に
存
在
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
処
遇
は
ど
う
す
る
の
か
。

村
長　

事
務
長
と
顧
問
は
24
年
度
で

解
任
す
る
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
専

門
的
能
力
を
持
っ
た
人
材
が
必
要
と

言
う
基
本
か
ら
継
続
し
て
い
く
。

学
校
・
保
育
園
の
統
合

関
川
　
芳
男
　
議
員

質
問　

①
30
回
の
会
議
を
し
て
い
る

が
進
ん
で
い
な
い
の
は
何
が
原
因
か
。

　

②
村
長
案
は
当
村
で
は
ノ
ー
と
言

わ
れ
た
が
、
麻
績
村
で
は
村
民
に
村

長
案
を
説
明
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

　

③
私
は
、
当
村
の
将
来
を
見
て
、

一
・
一
・
一
の
学
校
等
を
築
く
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

④
保
育
園
の
統
合
を
保
護
者
に
説

明
し
た
結
果
は
ど
う
か
。

村
長　

①
要
約
は
３
点
あ
る
と
思
う
。

一
点
は
、
子
供
を
主
役
と
し
た
問
題

を
大
原
則
に
据
え
て
き
た
。
し
か
し

実
際
や
っ
て
み
る
と
、
子
供
の
た
め

の
教
育
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
入
っ
た

つ
も
り
が
、
結
果
と
し
て
な
く
な
る

我
が
母
校
へ
の
愛
着
と
か
、
も
し
そ

の
学
校
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
地
域

が
衰
退
し
て
し
ま
う
と
い
う
懸
念
な

ど
、
も
ろ
も
ろ
の
感
情
、
思
い
が
強

く
出
て
き
て
お
り
、
子
供
の
た
め
と

い
う
点
で
整
理
し
き
れ
な
い
。

　

二
点
目
は
、
少
子
化
に
つ
い
て
の

先
行
き
の
見
通
し
が
不
確
か
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。

　

三
点
目
は
、
教
育
の
内
容
に
対
す

る
考
え
方
が
十
分
に
浸
透
、
確
立
し

原
野
に
な
っ
て
い
る　

農
業
振
興
地
域
の
指
定

質
問　

昭
和
44
年
当
時
、
す
べ
て
の

農
地
を
村
が
農
業
振
興
地
域
に
指
定

し
た
。
し
か
し
、
現
在
に
お
い
て
原

野
に
な
っ
て
い
る
農
地
、
荒
廃
し
て

復
帰
で
き
な
い
農
地
等
も
そ
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の

土
地
を
環
境
整
備
や
地
域
の
活
性
化

に
活
用
し
よ
う
と
し
て
も
村
か
ら
拒

ま
れ
て
出
来
な
い
。
県
担
当
者
の
話

で
は
「
５
年
か
ら
10
年
で
実
情
に
合

っ
た
見
直
し
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
。
見
直
す

考
え
は
な
い
か
。

村
長　

筑
北
村
は
、
県
下
９
市
町
村

の
遊
休
荒
廃
地
解
消
重
点
行
政
団
体

に
な
っ
て
い
る
。
人
・
農
地
プ
ラ
ン

を
進
め
て
い
く
う
え
で
も
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
農
業
委
員
会
と

も
相
談
し
て
実
態
に
合
っ
た
線
引
き

を
し
て
い
く
。

質
問　

荒
廃
し
て
困
っ
て
い
る
土
地

所
有
者
と
、
大
が
か
り
な
太
陽
光
発

電
を
設
置
す
る
た
め
関
係
者
が
村
窓

口
に
相
談
に
行
っ
た
。
担
当
者
か
ら

は
、農
業
振
興
地
域
の
た
め
「
だ
め
」

と
言
わ
れ
設
置
を
や
め
た
経
緯
が
あ

る
。
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
解
決
で
き
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合
併
特
例
期
間
後
を
見
据
え
て

健
全
財
政
維
持
は
ど
う
か　
　

宮
下
　
隆
文
　
議
員

質
問　

国
の
政
権
交
代
が
あ
り
、
24

年
度
補
正
や
25
年
度
当
初
予
算
案
を

見
る
と
、
地
方
が
再
び
切
り
捨
て
ら

れ
そ
う
な
感
じ
が
す
る
。
合
併
特
例

後
、
財
源
不
足
も
心
配
さ
れ
る
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

村
長　

一
つ
は
成
長
戦
略
で
収
入
を

増
や
す
こ
と
と
支
出
を
減
ら
す
こ
と

を
現
在
考
え
て
い
る
。
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
す
る
に
は
、
少
々
運
営
を
改
善
し

た
ぐ
ら
い
で
は
だ
め
だ
か
ら
学
校
統

合
や
使
用
の
問
題
な
ど
根
本
的
対
応

が
必
要
だ
。
こ
こ
２
～
３
年
の
う
ち

に
対
応
し
た
い
。

質
問　

大
ナ
タ
を
振
る
っ
て
支
出
を

抑
え
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
を

す
る
た
め
に
も
住
民
に
対
し
て
の
情

報
提
供
や
説
明
が
十
分
な
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
だ
。

農
業
６
次
産
業
化
は
、
一
部
の
村

民
を
除
い
て
理
解
さ
れ
て
い
な
い

現
状
を
ど
う
打
開
し
て
い
く
か

質
問　

農
業
６
次
産
業
化
に
向
け
て

村
で
も
取
り
組
み
、
村
長
も
あ
ち
こ

き
れ
て
い
な
い
と
思
う
。

　

②
麻
績
村
は
両
村
会
議
が
唯
一
の

検
討
機
関
と
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
、

そ
こ
で
検
討
さ
れ
た
案
は
村
長
案
し

か
な
か
っ
た
と
現
実
に
従
っ
て
報
告

し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
つ
い
て
筑
北

の
方
は
同
意
で
き
ず
と
い
う
意
向
を

示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
申
し

添
え
て
報
告
し
た
の
で
、
了
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
説
明
さ
れ
た
。
以
降

は
、
我
が
方
の
案
を
土
俵
に
上
げ
て

検
討
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

③
全
体
と
し
て
少
子
化
が
進
む
中

で
、
冷
静
に
考
え
る
と
、
も
っ
と
大

局
的
に
こ
の
筑
北
地
域
は
一
つ
と
い

う
気
持
で
子
供
た
ち
の
た
め
の
、
よ

り
大
き
な
観
点
に
立
っ
た
教
育
環
境

の
構
成
に
つ
い
て
、
お
互
い
努
力
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

④
本
城
保
育
園
で
説
明
を
行
っ
た

時
に
反
対
と
い
う
質
問
、
意
見
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
そ
れ
よ
り
具
体
的
に

ど
う
や
っ
て
送
迎
を
し
て
く
れ
る
の

か
、
長
時
間
保
育
を
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
く
れ
る
の
か
、
バ
ス
で
通
園

す
る
と
き
に
待
つ
場
所
を
し
っ
か
り

確
保
し
て
ほ
し
い
。
ま
だ
決
定
で
は

な
い
が
決
定
し
た
と
い
う
説
明
会
の

方
が
い
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

ち
で
こ
と
あ
る
ご
と
に
話
し
て
い
る

が
、
多
く
の
村
民
は
何
の
こ
と
か
理

解
で
き
な
い
人
が
多
い
。
取
り
組
ん

で
い
る
人
た
ち
は
一
生
懸
命
だ
と
思

う
が
、
そ
れ
が
広
が
り
に
な
っ
て
こ

な
い
。
こ
う
い
う
反
省
に
立
っ
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

村
長　

９
グ
ル
ー
プ
１
２
３
名
が
商

品
開
発
の
検
討
会
議
な
ど
を
持
っ
て

や
っ
て
き
た
が
、
新
規
参
入
者
が
い

な
か
っ
た
。
内
向
き
の
仲
間
づ
く
り

を
ベ
ー
ス
に
し
た
情
報
伝
達
と
交
流

に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
年
１
回

の
イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
で
は
不
十
分

な
の
で
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
若
者

に
も
魅
力
を
持
っ
て
参
加
し
て
も
ら

え
る
工
夫
も
今
後
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
担
い
手
を
育
て
る
こ
と
は
絶

望
的
で
は
な
い
か
ら
、
希
望
を
も
っ

て
前
向
き
に
取
り
組
む
。

質
問　

取
り
組
む
村
の
担
当
も
、
産

業
課
と
開
発
公
社
だ
け
が
一
生
懸
命

に
や
っ
て
い
る
が
、
村
の
課
題
で
も

あ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
に
、
こ
の
食

材
と
こ
の
食
材
を
組
み
合
わ
せ
た
ら
、

と
い
う
よ
う
な
商
品
開
発
の
仕
方
も

あ
る
。
保
健
師
や
公
民
館
な
ど
と
も

連
携
し
て
商
品
開
発
し
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

村
長　

産
業
課
と
開
発
公
社
先
導
型

　

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
の
複
線
化

質
問　

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
の
複
線
化
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

ま
ず
４
０
３
号
の
矢
越
ト
ン

ネ
ル
の
目
途
が
つ
く
ま
で
、
我
慢
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
き
て
い
る

が
、
地
元
と
し
て
期
成
同
盟
会
を
立

ち
上
げ
て
、
力
強
く
実
現
に
向
け
た

旗
を
揚
げ
て
い
き
、
議
会
、
関
係
機

関
と
総
結
集
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

筑
北
地
域　
　
　
　
　
　

麻
績
村
と
の
合
併
を
問
う

山
﨑
　
好
弘
　
議
員

質
問　

平
成
14
年
に
筑
北
地
域
４
村

に
よ
る
筑
北
行
政
懇
談
会
が
で
き
、

そ
の
後
、
設
立
研
究
会
、
任
意
合
併

協
議
会
を
14
回
開
き
、
平
成
15
年
法

定
協
議
会
を
結
成
し
た
。
平
成
16
年

９
月
に
麻
績
村
が
離
脱
し
て
、
３
村

は
23
回
の
合
併
協
議
会
を
経
て
、
平

成
17
年
10
月
11
日
筑
北
村
が
誕
生
し
、

８
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
も
予
想
よ
り
進
む
中
、

「
行
政
改
革
」「
教
育
」「
福
祉
」「
農

業
」
等
、
筑
北
地
域
は
麻
績
と
の
合

併
に
よ
り
、
更
に
進
ん
だ
筑
北
全
体

で
や
っ
て
き
た
が
、
広
が
り
と
し
て

は
課
題
も
多
い
の
で
、
商
工
会
・
Ｊ

Ａ
・
関
係
業
者
・
村
職
員
公
社
な
ど

で
構
成
す
る
産
業
振
興
会
議
の
よ
う

な
村
全
体
を
総
括
す
る
会
議
で
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
総
合
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
現
在
検
討

中
で
あ
る
。

質
問　

村
民
全
体
を
巻
き
込
ん
で
い

く
に
は
テ
レ
ビ
媒
体
の
情
報
伝
達
が

必
要
だ
と
12
月
一
般
質
問
で
も
述
べ

た
が
、
そ
の
検
討
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

村
長　

テ
レ
ビ
を
活
用
す
る
の
は
非

常
に
有
力
な
方
法
だ
と
思
っ
て
い
る
。

今
日
の
段
階
で
や
る
と
言
い
切
れ
る

ま
で
の
詰
め
は
で
き
て
い
な
い
の
で
、

早
急
に
検
討
す
る
。

平
成
25
年
度　
　
　
　
　
　

　
　
　

予
算
編
成
の
考
え
方
は

宮
島
　
義
次
　
議
員

質
問　

国
の
平
成
25
年
度
予
算
は
、

平
成
24
年
度
補
正
予
算
の
柱
で
あ
る

緊
急
経
済
対
策
と
一
体
的
に
編
成
す

る
こ
と
で
15
か
月
予
算
と
な
る
。
こ

れ
を
受
け
、
村
は
ど
の
よ
う
な
方
針

で
新
年
度
予
算
編
成
し
た
か
尋
ね
る
。

村
長　

後
期
総
合
計
画
で
掲
げ
た
５

の
絵
が
描
け
る
。
両
村
の
合
併
に
つ

い
て
村
長
に
考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

麻
績
村
と
の
合
併
に
つ
い
て
、

就
任
以
来
の
念
願
と
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
諸
条
件
が
整
え
ば
、
一

日
も
早
く
麻
績
村
と
の
合
併
を
果
た

し
、
こ
の
地
域
の
一
体
的
発
展
と
、

更
な
る
行
政
の
効
率
、
高
度
化
を
目

指
し
て
い
き
た
い
の
が
信
念
で
あ
る
。

当
村
の
財
政
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
合
併
時
よ
り
大
幅
に

改
善
さ
れ
た
。
麻
績
村
の
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
本
年
度
両
村
の

首
長
並
び
に
議
員
の
改
選
期
で
あ
り
、

次
の
任
期
の
中
で
合
併
問
題
を
真
正

面
か
ら
と
ら
え
て
頂
く
よ
う
麻
績
村

に
対
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

震
災
に
お
け
る
避
難

質
問　

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
。

当
村
も
23
年
、
24
年
と
２
回
、
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
本
年
は
10
月

20
日
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
震
災
時

に
対
応
す
る
、
備
蓄
品
、
防
災
倉
庫

は
以
前
に
対
比
し
て
充
実
さ
れ
た
。

地
区
公
民
館
避
難
施
設
の
耐
震
強
化

つ
の
基
本
課
題
を
柱
に
し
て
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
適
用
可
能
な
予
算
あ
る

い
は
年
次
計
画
で
組
ん
で
あ
る
事
業

で
、
前
倒
し
実
行
す
る
こ
と
が
全
体

か
ら
見
て
、
釣
り
合
い
が
い
い
も
の

を
抜
き
だ
し
た
編
成
に
な
っ
て
お
り
、

新
た
な
も
の
を
付
け
加
え
る
に
至
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
村
の
予
算
編
成

時
ま
で
に
国
の
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
除
い
た
編

成
を
し
た
。

質
問　

国
の
平
成
24
年
度
補
正
予
算

の
緊
急
経
済
対
策
に
該
当
す
る
事
業

が
村
に
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
尋
ね

る
。

村
長　

今
回
は
、
内
容
を
事
前
に
察

知
す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
状
況
で

あ
っ
た
た
め
、
該
当
し
た
事
業
は
東

条
集
落
排
水
処
理
施
設
に
か
か
わ
る

機
能
診
断
調
査
費
一
件
で
あ
る
。
今

後
、
村
が
補
助
金
を
獲
得
し
て
い
く

上
で
、
地
元
の
行
政
機
関
や
国
の
機

関
と
接
触
を
保
ち
最
新
の
情
報
を
捕

え
る
こ
と
が
大
変
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。

が
進
ん
で
い
な
い
。
現
状
と
今
後
の

方
針
を
尋
ね
る
。

村
長　

村
内
に
指
定
の
避
難
施
設

が
18
か
所
、
避
難
地
は
15
か
所
あ

る
。
居
住
地
か
ら
離
れ
た
場
所
も
あ

り
、
見
直
し
を
図
り
た
い
。
本
城
地

域
６
か
所
、
坂
北
地
域
５
か
所
、
坂

井
地
域
５
か
所
の
追
加
が
必
要
で
あ

る
。
温
泉
施
設
を
含
め
て
検
討
し
た

い
。
核
と
な
る
指
定
公
民
館
は
４
か

所
、
仁
熊
公
民
館
・
別
所
公
民
館
・

下
安
坂
公
民
館
・
松
場
公
民
館
で
あ

る
。　
　

　

昭
和
56
年
以
前
の
施
設
で
あ
り
耐

震
工
事
が
さ
れ
て
い
な
い
。
国
の
国

土
強
靭
化
に
関
連
し
た
施
設
と
し
て

補
助
制
度
に
期
待
し
、
耐
震
補
強
工

事
は
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

坂
北
地
域
で
は
、
別
所
公

民
館
、
向
原
公
民
館
が
、
水
害
、

震
災
時
に
弱
い
の
で
避
難
場
所
を

含
め
た
早
期
対
応
を
要
望
す
る
が

ど
う
か
。

村
長　

両
施
設
は
、
リ
ス
ク
の
あ
る

場
所
で
あ
り
、
早
く
場
所
の
設
定
、

措
置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

有
利
な
補
助
制
度
を
探
し
て
過
疎
債

で
の
活
用
も
考
え
て
進
め
て
い
き
た

い
。
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村
長
公
約
実
現
と
課
題

市
川
　
厚
夫
　
議
員

質
問　

任
期
末
に
向
け
て
残
す
と
こ

ろ
７
か
月
余
り
と
な
っ
た
。
公
約
に

つ
い
て
努
力
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
農
業
振
興
支
援
の
中
で
遊
休

荒
廃
地
の
解
消
を
尋
ね
る
。

村
長　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
解
消
で

き
る
か
と
思
っ
て
い
る
。
国
の
支
援

制
度
を
受
け
る
場
合
に
、
遊
休
荒
廃

地
が
あ
る
と
受
給
要
件
が
満
た
さ
な

い
。
無
理
な
と
こ
ろ
ま
で
農
地
と
し

て
耕
作
す
る
こ
と
は
大
変
で
あ
る
。

大
局
的
に
見
極
め
を
つ
け
て
、
農
地

は
農
地
と
し
て
線
引
き
を
し
な
が
ら

農
業
委
員
会
と
協
調
し
て
、
遊
休
荒

廃
地
を
な
く
し
て
い
く
。

質
問　

直
売
所
を
基
軸
に
し
た
地
産

地
消
は
栄
え
る
村
づ
く
り
の
一
環
で

あ
る
。
付
近
に
農
家
野
菜
レ
ス
ト
ラ

ン
が
建
設
で
き
れ
ば
雇
用
も
生
ま
れ

交
流
人
口
が
増
加
す
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

村
長　

冠
着
荘
と
の
業
態
調
整
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
冠
着
荘
に
お

け
る
昼
食
的
営
業
は
、
一
切
や
め
て

下
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
供
給
す
る

と
相
互
の
経
営
か
ら
見
て
ベ
タ
ー
で

あ
れ
ば
そ
う
い
う
方
向
を
選
択
し
て

村
の
広
報
誌
と
封
筒
に
有
料
広
告
を

質
問　

財
源
確
保
に
取
り
組
む
一
環

と
し
て
、
村
に
広
報
誌
、
各
種
封
筒

に
有
料
広
告
を
募
集
し
掲
載
す
る
考

え
は
な
い
か
尋
ね
る
。

村
長　

内
部
的
に
も
検
討
し
始
め
て

い
る
経
緯
が
あ
る
。
行
政
の
出
す
も

の
と
な
る
と
公
共
性
、
中
立
性
か
ら

判
断
し
た
掲
載
基
準
が
必
要
で
あ
る

が
、
村
に
は
そ
う
し
た
整
備
が
行
わ

れ
て
い
な
い
段
階
で
あ
る
。
今
後
、

事
例
を
集
め
対
象
基
準
を
決
め
な
が

ら
提
言
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

坂
北
荘
の
日
帰
り　
　

宴
会
利
用
時
間
延
長
を

質
問　

日
帰
り
宴
会
を
利
用
し
た
多

く
の
人
か
ら
利
用
時
間
の
延
長
を
望

む
声
が
あ
る
。
利
用
時
間
の
延
長
が

で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

村
長　

利
用
時
間
延
長
に
よ
り
、
運

営
を
支
え
て
い
る
有
償
サ
ポ
ー
タ
ー

の
労
務
形
態
が
11
時
か
ら
15
時
ま
で

の
４
時
間
を
原
則
に
し
、
時
間
延
長

は
、
今
の
有
償
サ
ポ
ー
タ
ー
の
態
勢

で
は
限
界
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
利
用

時
間
を
延
長
す
る
と
、
と
く
ら
、
冠

も
良
い
と
思
う
。
し
か
し
そ
れ
が
共

倒
れ
に
な
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
中

途
半
端
な
形
に
な
る
よ
う
で
は
い
け

な
い
の
で
十
分
見
極
め
て
検
討
し
た

い
。

質
問　

地
域
内
雇
用
１
０
０
人
の
公

約
に
つ
い
て
、
本
城
地
域
の
キ
ャ
ダ

ッ
ク
が
撤
退
を
決
め
た
。
雇
用
が
削

減
す
る
中
で
達
成
で
き
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

就
任
以
来
、「
ち
く
ほ
っ
く

る
」
介
護
老
人
保
健
施
設
「
に
し
じ

ょ
う
」
が
開
設
さ
れ
、
雇
用
で
は
な

い
が
坂
北
荘
の
業
態
変
更
に
伴
う
サ

ポ
ー
タ
ー
等
、
ま
た
、
公
的
な
雇
用

先
で
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
温
泉
施

設
・
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
・
開
発
公

社
等
の
関
係
施
設
で
、
合
わ
せ
て
約

２
０
０
名
位
雇
用
確
保
さ
れ
た
。

質
問　

麻
績
村
と
合
併
の
早
期
実
現

を
公
約
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
策
が

示
さ
れ
て
い
な
い
が
な
ぜ
か
。

村
長　

一
日
も
早
く
実
現
を
考
え
て

い
る
。
今
年
度
両
村
の
首
長
・
議
会

議
員
の
改
選
期
で
あ
る
。
こ
の
問
題

が
き
っ
ち
り
検
討
さ
れ
て
実
現
で
き

る
よ
う
に
、
ど
う
調
整
す
る
か
が
課

題
だ
。
個
人
的
に
は
麻
績
村
長
と
こ

の
点
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
話
を
し
て
、

前
向
き
な
総
括
を
頂
く
よ
う
に
働
き

か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

着
荘
と
の
競
合
が
出
る
な
ど
の
課
題

が
あ
る
。
長
時
間
の
宴
会
が
必
要
な

方
は
当
面
、
と
く
ら
、
冠
着
荘
を
利

用
い
た
だ
き
た
い
。

主
要
事
業
と
当
初
予
算　

に
よ
る
元
気
な
村
づ
く
り

山
崎
　
広
道
　
議
員

質
問　

筑
北
村
第
１
次
総
合
計
画
の

基
本
計
画
に
沿
っ
た
重
点
施
策
で
の

当
初
予
算
編
成
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ

で
そ
の
事
業
の
実
施
計
画
を
尋
ね
る
。

村
長　

一
般
会
計
に
お
け
る
重
点
施

策
は
、
後
期
総
合
計
画
に
掲
げ
た
次

の
５
点
に
よ
る
村
づ
く
り
事
業
で
あ

る
。

一
、
生
涯
現
役
の
健
康
長
寿
の
村

二
、
活
力
あ
る
人
が
集
う
村

三
、
地
域
の
産
業
が
栄
え
る
村

四
、
行
革
で
力
を
生
み
出
す
村

五
、
活
力
あ
る
村
の
土
台
づ
く
り

質
問　

平
成
25
年
度
筑
北
村
当
初
予

算
主
要
事
業
説
明
資
料
の
基
本
課
題

順
に
事
業
名
と
当
初
予
算
額
を
尋
ね

る
。

村
長　

重
点
基
本
課
題
を
中
心
に
主

立
っ
た
事
業
名
と
予
算
を
答
え
る
。

基
本
課
題
一
、
生
涯
現
役
の
健
康
長

寿
の
村
づ
く
り
は
、
生
活
習
慣
病
等

質
問　

坂
北
荘
は
業
務
形
態
を
変
更

し
た
。
冠
着
荘
・
と
く
ら
は
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
。
３
温
泉
施

設
が
経
営
改
善
さ
れ
た
こ
と
を
評
価

す
る
。
所
感
を
聞
き
た
い
。

村
長　

村
の
経
営
的
に
重
荷
に
な
っ

て
い
る
部
分
を
軽
減
し
て
、
村
民
の

福
祉
的
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
両
立
で
き
る
よ
う
な
道
を
選
択
し

た
。
力
量
の
あ
る
業
者
を
指
定
管
理

者
と
し
て
選
定
し
た
。
村
の
繰
入
金

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
住
民
か
ら
見
て

満
足
感
が
評
価
を
頂
け
る
よ
う
に
し

た
い
。
更
に
関
係
者
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
努
力
し
て
い
く
。

の
予
防
と
体
力
の
維
持
、
増
進
を
図

る
目
的
で
「
キ
ラ
リ
・
ア
ク
ア
教

室
」
継
続
事
業
費
に
50
万
円
。
障
害

者
の
相
談
支
援
と
い
う
観
点
で
障
害

者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
増
築
工
事
費

８
百
14
万
円
。
筑
北
地
域
に
お
い
て

多
く
の
要
望
が
あ
る
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー

ト
一
か
所
整
備
事
業
費
２
千
76
万
円

で
あ
る
。

質
問　

基
本
課
題
二
、
活
力
あ
る
人

が
集
う
村
づ
く
り
の
事
業
の
中
で
、

若
者
定
住
を
促
進
し
て
い
く
た
め
の

新
規
事
業
の
計
画
を
尋
ね
る
。

村
長　

効
果
的
な
住
環
境
を
整
備
す

る
た
め
の
調
査
と
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
若
者
定
住
を
促
進

す
る
事
業
費
１
百
50
万
円
。
定
住
人

口
の
増
加
を
図
る
た
め
に
永
住
を
目

的
と
し
た
住
宅
の
新
増
改
築
事
業
等

の
定
住
促
進
助
成
金
１
千
２
百
50
万

円
で
あ
る
。
常
会
・
区
か
ら
の
情
報

を
収
集
し
て
村
内
空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
物
件
の
登
録
を
業
と
す
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
た
移
住
交
流

事
業
の
促
進
費
３
百
58
万
円
で
あ
る
。

質
問　

基
本
課
題
三
、
地
域
の
産
業

が
栄
え
る
村
づ
く
り
事
業
の
中
で
は
、

農
業
者
の
減
少
と
遊
休
荒
廃
地
対
策

が
緊
急
課
題
で
あ
り
い
か
が
か
。

村
長　

村
の
重
要
課
題
は
、
人
・
農

委
員
会
報
告

教
育
委
員
会
と
の
懇
談
会
開
催

社
会
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長

山
﨑
　
好
弘

　

２
月
21
日
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
社
会
文
教
常
任
委
員
会
と
の
懇
談

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
長
か
ら
は
、
新
年
度
予

算
に
つ
い
て
の
概
要
及
び
村
内
小
中

学
校
の
状
況
、
学
校
統
合
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
教
育
長
か
ら
は
、

25
年
度
の
各
課
、
チ
ー
ム
の
施
策
に

つ
い
て
、
明
確
に
説
明
を
受
け
協
議

を
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
統
合
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
庁
内
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
、

各
保
育
園
長
、
セ
ン
タ
ー
長
の
９
名

で
構
成
す
る
保
育
園
の
あ
り
方
に
関

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
（
案
）
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

空
き
校
舎
利
用
ワ
ー
ク
キ
ン
グ
チ

ー
ム
会
議
に
つ
い
て
は
、
農
業
、
福

祉
な
ど
の
団
体
の
代
表
者
や
保
護
者

及
び
庁
内
職
員
16
名
で
構
成
す
る
空

き
校
舎
の
後
利
用
に
関
す
る
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
昨
年
12
月

11
日
に
一
回
目
の
会
議
を
行
っ
た
と

地
プ
ラ
ン
の
策
定
で
あ
る
。
地
域
農

業
の
維
持
、
発
展
を
目
指
す
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
支
援
す
る
た
め

の
費
用
と
し
て
３
百
97
万
円
。
農
山

漁
村
活
性
化
対
策
事
業
を
導
入
し
て

用
排
水
路
の
老
朽
化
箇
所
を
農
業
用

用
排
水
路
と
し
て
整
備
す
る
。
未
舗

装
農
道
の
整
備
事
業
を
含
め
て
事
業

費
３
千
１
百
13
万
円
で
あ
る
。
こ
の

事
業
は
今
年
度
を
始
点
に
し
て
５
ヶ

年
計
画
で
１
億
５
千
万
円
の
全
体
実

施
計
画
で
あ
る
。

質
問　

基
本
課
題
五
、
活
力
あ
る
村

の
土
台
づ
く
り
で
は
、
新
規
事
業
と

し
て
計
画
し
て
い
る
事
業
を
尋
ね
る
。

村
長　

総
合
支
所
を
本
庁
方
式
に
見

直
し
て
い
く
か
か
わ
り
の
中
で
、
地

域
の
行
政
の
拠
点
と
し
て
の
「
里
の

駅
」
構
想
を
研
究
し
、
具
体
的
な
策

定
を
取
り
ま
と
め
る
費
用
２
百
69
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。
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の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

学
校
等
統
合
検
討
推
進
委
員
会
及

び
、
学
校
等
統
合
両
村
会
議
の
方
向

性
に
つ
い
て
は
「
統
合
は
両
村
の
上

申
書
の
枠
組
で
実
現
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
進
め
、
実
現
で
き
る
と
こ
ろ
は

本
城
小
学
校
と
坂
北
小
学
校
を
統
合

し
、
坂
北
小
学
校
を
使
う
。
時
期

は
、
平
成
27
年
４
月
ス
タ
ー
ト
を
目

指
す
。
そ
の
他
の
統
合
も
平
成
28

年
度
実
施
を
目
指
し
て
実
現
で
き

る
よ
う
両
村
会
議
を
重
ね
て
い
く
。」

と
の
説
明
が
あ
り
協
議
し
ま
し
た
。

　

学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
で
、
子
ど
も
を
主
役

に
し
た
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
、

未
来
を
切
り
拓
く
、
心
豊
か
な
た
く

ま
し
い
人
間
の
育
成
を
め
ざ
し
て
麻

績
村
と
の
協
議
、
お
互
い
の
立
場
で

努
力
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

生
涯
学
習
課
の
関
係
は
、
①
25
年

度
事
業
に
つ
い
て
②
各
施
設
の
状
況

③
文
化
財
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
筑
北
村
生
涯
学
習
基
本
構

想
、
後
期
基
本
計
画
に
そ
っ
て
着
実

な
る
推
進
を
求
め
ま
し
た
。

　

村
の
教
育
行
政
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
と
の
有
意
義
な
懇
談
会
で
し
た
。

議会日誌

3月

4月

8 日～ 18日

16日

19日

23日

25日

27日

3日

4日

７日

１1日

18日

3月定例会

各小学校卒業式

各中学校卒業式

各保育園卒園式

議長、事務局長合同会議

全員協議会

各保育園入園式

各小中学校入学式

「西条温泉とくら」及び「草湯温泉冠着荘」指定管理者オープン記念式典

議会運営員会

全員協議会

（別紙） 平成25年3月定例会審議内容
件　　　　　　　　　　　名 議 決 の 結 果

条
例
制
定
・
一
部
改
正

安曇野松筑広域環境施設組合規約の変更 原案可決
全員賛成

筑北村指定地域密着型介護サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定 〃

筑北村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の制定

〃

筑北村地域密着型サービスの指定に関する基準を定める条例の制定 〃

筑北村一般廃棄物処理施設技術管理者の資格を定める条例の制定 〃

筑北村村道の構造の技術的基準を定める条例の制定 〃

筑北村村道の道路標識の寸法を定める条例の制定 〃

筑北村高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る道路の構造に関する
基準を定める条例の制定 〃

筑北村準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定 〃

筑北村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 修正可決
全員賛成

筑北村特別職の職員で常勤のもの等の給与及び旅費に関する条例の一部を改
正する条例

原案可決
全員賛成

筑北村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例 〃

筑北村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 〃

筑北村公民館設置条例の一部を改正する条例 〃

筑北村図書館設置条例の一部を改正する条例 〃

団体営土地改良事業ちくほく地区の施行 〃

予
　
算

平成24年度筑北村一般会計補正予算（第6号）
ほか　特別会計補正予算12件 〃

平成25年度筑北村一般会計予算
ほか　特別会計予算　12件

原案可決
賛成10:反対1

原案可決
全員賛成

陳
情 年金 2.5％の削減中止を求める陳情 採択

意
見
書

年金 2.5％削減中止を求める意見書　
（議員発議により意見書が採択され、内閣総理大臣および厚生労働大臣へ提出）



29 28

　

公
民
館
で
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん

の
学
習
要
望
に
応
え
る
た
め
、
様
々

な
分
野
で
「
こ
れ
な
ら
教
え
ら
れ

る
！
」
と
い
っ
た
も
の
を
お
持
ち
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
あ
の
人
の
、
あ
の
技
を
み

ん
な
に
広
め
た
い
」
な
ど
、
主
に
公

民
館
の
講
座
や
学
校
な
ど
で
指
導
し

て
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
公
民
館
ま
で
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

　

役
員
に
一
部
変
更
が
ご
ざ
い
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
情
報
部
員

　

高
野 

博
久

◆
各
地
区
分
館
役
員

○
本
城
地
域

・
小
仁
熊

　

分
館
主
事　

増
田　

秀
夫

　

体
育
部
長　

増
田　

章
二

・
西
条

　

分
館
主
事　

宮
川　

徹

・
聖
南
町

筑北村
公民館報

平成25年5月17日発行

〒399-7711
長野県東筑摩郡筑北村坂井 5711-1
電話　0263-67-1161
FAX　0263-67-2170
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

募
集
し
ま
す

　
　「
生
涯
学
習
指
導
者
」

公
民
館
関
係
役
員
名
簿

第45号

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
う
で
す
か

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
世
界
的
な
潮
流

で
あ
る
と
と
も
に
、
村
発
展
に
欠
く

こ
と
が
で
き
な
い
大
き
な
力
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
＝
自
発
的
に
あ

る
活
動
に
無
報
酬
で
参
加
す
る
人
・
ま

た
は
活
動
。
篤
志
奉
仕
家
。（
大
辞
林
）

　

世
界
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
規
模
自
然
災
害
の
時
、
被
災
地

で
の
支
援
の
一
端
を
担
う
。

・
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ス
ポ
ン
サ
ー

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

子
ど
も
と
交
流
し
な
が
ら
地
域
の

貧
困
を
解
決
す
る
事
を
支
援
す
る
。

・
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

医
療
の
不
十
分
な
国
へ
医
師
等
派

遣
し
て
医
療
を
援
助
す
る
。
他
。

　

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

福
祉
施
設
で
の
お
む
つ
た
た
み
。

身
体
障
が
い
の
人
へ
の
運
転
や
目

の
不
自
由
な
人
へ
の
伴
走
。
耳
の

聞
こ
え
な
い
人
へ
の
要
約
筆
記
等
。

・
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

道
路
脇
の
草
取
り
や
花
植
え
。
ゴ

ミ
拾
い
。
他
。

☆
生
涯
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

生
涯
学
習
課
で
は
、
生
涯
学
習
を
支

援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
講
座
を

実
施
し
て
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

受
講
者
全
員
に
よ
る
例
年
の
文
化

祭
ス
テ
ー
ジ
や
ス
テ
ー
ジ
バ
ッ
ク
作

り
、
シ
ニ
ア
大
学
歌
声
喫
茶
等
の
会

場
・
喫
茶
準
備
他
公
民
館
講
座
支
援
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
等
と
と
も
に
、

　

参
加
者
の
希
望
に
よ
り
、
次
の
三

分
野
に
分
か
れ
支
援
活
動
を
実
践
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
子
ど
も
活
動
支
援
グ
ル
ー
プ

・
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ
・
子
ど
も
人

権
学
習
会
・
冬
の
子
ど
も
お
楽
し

み
会
等
へ
の
活
動
支
援
。

②
文
化
財
案
内
グ
ル
ー
プ

　
「
ち
く
ほ
く
村
文
化
財
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
作
り
。
青
柳
宿
案
内
。

乱
橋
宿
案
内
マ
ッ
プ
・
資
料
作
り
。

③
歴
史
民
俗
資
料
館（
坂
井
）・
考
古

　
資
料
館
（
坂
北
）
整
備
グ
ル
ー
プ

　

歴
史
民
俗
資
料
の
収
集
・
整
理
・

展
示
。
昔
の
農
具
・
民
具
の
解
説

展
示
等
。

　

今
年
度
も
こ
れ
か
ら
講
座
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
応
募
し
、

動
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
己
実
現
や
社
会
貢
献
を
め
ざ
し
、

ず
く
の
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

心
の
伝
言
板
○25

東
山
道
検
証
講
座

「
生
涯
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

公
民
館
で
は
４
月
20
日（
土
）に
東
山

道
検
証
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
８
回
目
と
な
る
本
講
座
は

昔
の
旅
人
が
行
き
か
っ
た
古
道
を
歩

き
、
そ
の
歴
史
を
検
証
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
講
師
に
千
曲
市
川
西
地

区
振
興
連
絡
協
議
会
代
表
山
口
盛
男

さ
ん
を
お
招
き
し
、
一
本
松
峠
か
ら

千
曲
市
側
へ
降
り
る
道
を
検
証
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
気
温
が
低
く
山
歩
き
に

は
絶
好
の
気
候
の
中
、
25
名
が
約
４

キ
ロ
の
峠
を
下
り
東
山
道
の
歴
史
を

学
び
ま
し
た
。

　

豊
富
な
経
験
と
余
裕
の
あ
る
壮
年
・

婦
人
層
の
奉
仕
精
神
に
期
待
し
、
そ

の
知
識
・
技
能
を
村
づ
く
り
に
十
分

発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
平
成
20

年
度
か
ら
生
涯
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
実
践
講
座
を
開
設
し
、
今
年
度
も

５
月
31
日
か
ら
全
10
回
の
講
座
を
行

う
予
定
で
す
。「
こ
ど
も
活
動
支
援
」、

「
文
化
財
案
内
」、「
歴
史
民
俗
資

料
館
充
実
」
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
20
名
ほ
ど
が
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

４
月
29
日（
月
）松
本
平
広
域
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
に
て
行
わ
れ
た
長

野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
へ

今
年
度
も
一
般
の
部
と
小
学
生
の
部

へ
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
は
選
手
が
少
な
く
、
参

加
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
は
多
く
の
方

の
協
力
も
あ
り
、
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

練
習
日
数
が
少
な
い
中
大
会
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
は
沢
山
の
応
募
が
あ

り
、
合
同
練
習
会
を
通
じ
て
タ
イ
ム

を
計
り
、
選
抜
し
た
メ
ン
バ
ー
が
参

加
い
た
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
選

手
に
な
れ
な
か
っ
た
児
童
も
当
日
、

応
援
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
全
員
で

大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

途
中
、
善
光
寺
平
が
一
望
で
き
る

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
が
何
か
所
か
あ
り
、

昔
の
人
も
こ
の
峠
を
越
え
る
際
に
眺

め
て
い
た
と
思
う
と
考
え
深
い
も
の

を
感
じ
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
今
後
も
、
地
域
を
知

る
、
学
ぶ
講
座
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

大
勢
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

結
果
は
57
チ
ー
ム
中
30
位
と
大
健

闘
!!
来
年
の
出
場
も
今
か
ら
楽
し
み

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
一
般
の
部
】
第
１
区 

宮
澤
杏
香
さ

ん
、
第
２
区 
宮
澤
優
斗
さ
ん
、
第

３
区 

根
石
亮
さ
ん
、
第
４
区 

宮
澤

和
也
さ
ん
、
第
５
区 
宮
下
渓
香
さ

ん
、
第
６
区 

宮
澤
憲
二
さ
ん
、
第

７
区 

青
嶋
勇
作
さ
ん
、
第
８
区 
山

本
稔
さ
ん

【
小
学
生
の
部
】
第
１
区 

宮
澤
実

亜
さ
ん
、
第
２
区 

宮
下 

純
也
さ
ん
、

第
３
区 

宮
下
遥
さ
ん
、
第
４
区 

玉

井
芳
樹
さ
ん
、
補
欠 

丸
山
幸
太
さ

ん
、
増
田
彩
花
さ
ん
、
応
援 

窪
田

元
輝
さ
ん
、
篠
田
快
さ
ん
、
若
林
優

さ
ん
、
平
林
佑
樹
さ
ん
、
宮
澤
美
咲

さ
ん
、
根
石
結
奈
さ
ん

　

分
館
長　
　

矢
口　

孝
幸

　

分
館
主
事　

藤
澤　

光
雄

○
坂
井
地
域

・
上
安
坂

　

分
館
長　
　

関
森　

松
枝

　

分
館
主
事　

滝
澤　

二
郎

　

体
育
部
長　

若
林　

和
英

　

文
化
部
長　

若
林　

健
二

・
中
安
坂

　

分
館
長　
　

滝
澤　

甲
子
登

　

分
館
主
事　

宮
坂　

仁
八

　

体
育
部
長　

山
本　

博
己

　

文
化
部
長　

宮
嶋　

達
己

・
下
安
坂

　

分
館
長　
　

小
川
原　

宏
明

　

分
館
主
事　

宮
坂　

幸
男

　

体
育
部
長　

小
川
原　

宏
明

　

文
化
部
長　

宮
坂　

幸
男

・
下
永
井

　

分
館
長　
　

早
川　

元

　

分
館
主
事　

萬
井　

久
純

　

体
育
部
長　

吉
池　

喜
彦

　

文
化
部
長　

藤
岡　

重
行

・
上
永
井

　

分
館
長　
　

宮
田　

一
彦

　

分
館
主
事　

玉
井　

俊
文

　

体
育
部
長　

山
田　

壽

　

文
化
部
長　

西
澤　

高
貴

大会結果
一般の部  　　　　　　 54 位
小学生の部  　　　　　 30 位
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坂井保育園　4名

筑北中学校　49名

（内坂井地域15名）

聖南中学校　29名

本城保育園　8名

坂北保育園　8名

坂北小学校　8名

坂井小学校　10名本城小学校　7名

おにいちゃん・おねえちゃんよろしくおねがいします。

きょうからいっしょだね

部活動何入る？

となりの部屋になにがあるのかな

勉強難しいかな？
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塩
尻
市
立
広
陵
中
か
ら
第
21
代
聖

南
中
学
校
長
と
し
て
着
任
さ
れ
た
岩

下
史
弥
校
長
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

Ｑ
．
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

Ａ
．
塩
尻
市
で
す
。

　
（
前
任
校
の
広
陵
中
は
母
校
だ
そ

う
で
す
。）

Ｑ
．
趣
味
・
特
技
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
（
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
）　

と
合
唱
で
す
。（
一
昨

年
に
は
本
校
に
も
合
唱
指
導
で
訪

れ
て
い
ま
す
）

Ｑ
．
生
徒
の
第
一
印
象
は
？

Ａ
．
素
直
で
さ
わ
や
か
。
あ
い
さ
つ

が
素
晴
し
く
、
や
さ
し
く
て
思
い

や
り
が
あ
る
。
男
子
、
女
子
の
仲

が
い
い
で
す
ね
。

　

生
坂
村
生
坂
小
学
校
か
ら
着
任
さ

れ
た
田
中
公
男
校
長
先
生
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

Ａ
松
本
市
で
す
。
波
田
に
家
族
が
お
り
ま

す
。
今
は
教
員
住
宅
に
住
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
自
己
Ｐ
Ｒ

Ａ
『
春
風
や　

闘
志
い
だ
き
て　

丘

に
立
つ
』
と
い
う
虚
子
の
句
が
好
き

で
す
。
春
風
の
よ
う
な
本
城
の
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
を
励
み
と
し
な
が
ら
、

教
育
課
題
に
立
ち
向
か
い
、
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

Ｑ
趣
味
・
特
技
は
？

Ａ
「
山
登
り　

北
ア
ル
プ
ス
や
南
ア

ル
プ
ス
に
登
り
ま
し
た
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」　

聖
南
中
校
長
先
生
紹
介

本
城
小
校
長
先
生
紹
介

岩下　史弥
校長先生

田中　公男
校長先生

Ｑ
．
専
門
の
教
科
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
社
会
科
で
す
。

Ｑ
．「
ど
っ
こ
い
清
掃
」の
感
想
は
？

Ａ
．
以
前
に
「
ど
っ
こ
い
清
掃
」
を

取
材
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
の
時
代
で
は
な
か
な
か
出
来
な

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

長
く
続
い
て
い
て
、
親
子
二
世
代

で
行
っ
て
い
る
生
徒
も
少
な
く
な

い
。
と
て
も
素
晴
し
い
こ
と
で
す
。

Ｑ
．
聖
南
中
で
ぜ
ひ
と
も
や
り
た
い

こ
と
は
？

Ａ
．
や
り
た
い
事
と
い
う
よ
り
生

徒
に
願
う
こ
と
で
す
が
、
地
域
の

中
で
学
ん
だ
力
を
活
か
し
て
、
ど

ん
ど
ん
広
い
世
界
へ
羽
ば
た
い
て

ほ
し
い
で
す
。
ま
た
大
会
な
ど
で
、

物
怖
じ
せ
ず
に
堂
々
と
戦
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

岩
下
校
長
先
生
、
お
忙
し
い
中
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
聖
南
中
は
今
ま
で
と
違
う
、
何

か
や
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
…

そ
ん
な
期
待
感
が
あ
ふ
れ
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
し
た
。

　
Ｑ
本
城
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
印
象
は
？

Ａ
「
子
ど
も
た
ち
が
、
私
に
話
し
か

け
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
で
す
」

Ｑ
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ
「
人
の
中
で
生
き
て
い
く
こ
と
が

楽
し
い
と
感
じ
て
小
学
校
を
卒
業

し
て
い
っ
て
欲
し
い
」「
良
い
人

生
観
・
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て

欲
し
い
で
す
」

Ｑ
好
き
な
こ
と
ば
は
？

Ａ
『
和
し
て
同
ぜ
ず
』
人
と
の
和
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
し
か
し
自
分

の
考
え
を
、
信
念
を
持
っ
て
や
っ

て
い
き
た
い
。

Ｑ
筑
北
村
の
村
民
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
一
見
と
っ
つ
き
に
く
そ
う
に
見
え

ま
す
が
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
学
校
の
、

ま
た
校
長
室
の
扉
を
た
た
い
て
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

筑
北
村
（
新
天
地
）
で
の
教
育
に

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に

う
れ
し
く
、
感
じ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

① 

趣
味
・
特
技
は
？

② 

筑
北
村
の
第
一
印
象
は
？ 

③ 

自
己
P
R
！

坂
井
小
学
校

3年担任

滝
たきざわ

沢　聖
せい

二
じ

先生

①
剣
道
？

②
子
供
達
が
素
直
！

③
坂
北
か
ら
坂
井
へ
異
動
と
な
り
筑

北
村
５
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
で

き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
子
供

達
と
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

5年担任

塚
つかはら

原　章
しょうじ

治
先生

①
野
球
観
戦
（
息
子
の
）

②
顔
見
知
り
の
人
が
い
っ
ぱ
い

③
隣
の
麻
績
村
に
住
ん
で
い
る
の
で
見
か

け
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

たんぽぽ担任

宮
みやざき

崎　里
さと

美
み

先生

①
パ
ン
作
り
・
旅
行
・
シ
ョッ
ピ
ン
グ

新
任
の
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　

②
山
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
所

③
三
姉
妹
の
母
で
す
。
子
供
達
に
教

え
て
も
ら
っ
て
早
く
坂
井
の
こ
と

を
知
り
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

調理員

太
おお

田
た

　幸
さち

子
こ

先生

①
読
書
・
料
理

②
自
然
は
豊
か
で
夏
の
夜
の
蛍
は
と

て
も
美
し
い
で
す
。

③
い
つ
も
明
る
く
朗
ら
か
で
す
。

坂
北
小
学
校

教頭

太
おお

田
た

　武
たけ

志
し

先生

①
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
自
然
散
策

②
自
然
が
豊
か
で
、
歴
史
的
な
風
情

が
あ
る
土
地
だ
な
あ　
　
　
　

　

日
差
し
が
明
る
く
あ
た
た
か
味
の

あ
る
土
地

③
器
用
で
は
な
い
が
、
真
面
目
に
誠

実
に
生
き
て
い
ま
す
。

　

時
代
お
く
れ
の
男
で
す
。

2年担任

次
じ

郎
ろうまる

丸　恵
めぐみ

先生

①
絵
を
描
く
こ
と
・
ピ
ア
ノ
演
奏

②
す
ご
く
き
れ
い
な
学
校
！

③
顔
も
名
前
も
ま
ん
丸
で
、
心
も
ま

ん
丸
に
な
り
た
い
次
郎
丸
で
す
。

こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

3年生担任

関
せきやま

山　菜
な ほ

穂
先生

①
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・
音
楽
フ
ェ
ス
に

行
く
こ
と
！

②
人
が
あ
た
た
か
く
、
明
る
い
で
す
。

③
こ
の
地
に
来
て
、
間
も
な
い
で
す

が
、
こ
の
地
域
の
あ
た
た
か
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

元
気
な
子
供
た
ち
と
一
緒
に
、　

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

5年生担任

山
やまこし

越　明
あきひで

秀
先生

①
教
員
５
人
で
バ
ン
ド
を
組
ん
で
ビ
ー

ト
ル
ズ
の
曲
を
や
って
い
ま
す
。

②
子
供
た
ち
が
素
直
で
朗
ら
か

③
10
年
ぶ
り
の
地
元
で
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

支援員

佐
さ

藤
とう

　和
かず

輝
き

先生

①
サ
ッ
カ
ー
・
ス
キ
ー

　
（
ス
ポ
ー
ツ
全
般
）

②
寒
い
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

③
筑
北
村
の
良
い
環
境
で
育
つ
子
供

た
ち
は
、
素
直
で
真
っ
直
ぐ
で
す
。

　

子
供
た
ち
を
支
え
る
一
人
と
し
て
、

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

支援員

入
いりさわ

澤　清里
先生

①
歌
う
こ
と
・
食
べ
る
こ
と
・
ド
ラ

イ
ブ
で
す
。

②
奥
深
い
村
と
思
い
ま
し
た
。

③
筑
北
村
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

も
っ
と
色
々
と
、
知
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

用務員

橋本　秀秋
先生

①
魚
釣
り

②
自
然
環
境
の
豊
か
な
所
で
す
。

③
山
野
草
に
積
極
的
に
関
わ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。



35 34

本
城
小
学
校

3年生担任

待
まち

井
い

　明
あきら

先生

①
体
を
動
か
す
こ
と
で
す
。

②
筑
北
村
坂
北
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
毎
日
東
条
川

で
、
魚
と
り
を
し
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

③
子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
に

体
を
動
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

5年生担任

西
にしざわ

沢　克
かつ

弥
や

先生

①
ス
ポ
ー
ツ（
そ
こ
そ
こ
で
き
ま
す
）

②
自
分
の
ふ
る
里
で
す
。
最
高
！

③
い
た
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
ら
け
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
、
体
を

い
っ
ぱ
い
使
っ
て
動
い
て
、
が
ん

ば
り
ま
す
！

ひまわり学級担任

中
なかむら

村　久
く み

美
先生

①
美
術
館
め
ぐ
り
と
絵
本
を
よ
む
こ
と
。

②
絵
に
な
る
～
！

③
つ
つ
じ
・
あ
か
ま
つ
・
う
ぐ
い
す

を
見
に
、
松
本
か
ら
が
ん
ば
っ
て

通
い
ま
す
!!

3年生副担任

西
にし

田
だ

　智
ともあき

昭
先生

①
野
球
・
サ
ッ
カ
ー

②
の
ど
か
な
と
こ
ろ

③
大
学
を
卒
業
し
て
３
年
間
で
15
㎏

太
り
ま
し
た
。（
そ
の
後
は
安
定

し
て
い
ま
す
）

図書館司書

渡
わたなべ

邉はるか
先生

①
体
を
動
か
す
こ
と
・
お
い
し
い
も

の
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
。

②
山
が
近
く
て
う
れ
し
い
！
（
登
山

に
行
き
た
い
!!
）
み
ん
な
あ
た
た

か
く
て
、
い
い
ひ
と
そ
う
で
う
れ

し
い
！

③
こ
れ
か
ら
筑
北
村
の
よ
い
所
を
た

く
さ
ん
教
え
て
頂
け
る
と
う
れ
し

い
で
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
！

用務員

宇
う だ

田恭
きょうのすけ

之助
先生

①
山
歩
き

②
田
舎
も
楽
し
め
て
、
松
本
・
長
野

の
都
会
へ
も
す
ぐ
行
け
る
。

③
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

聖
南
中
学
校

教頭

小
こばやし

林　順
じゅんいち

一
先生

①
家
庭
科
の
松
本
先
生
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
「
そ
ば
打
ち
」

②
三
月
末
に
引
っ
越
し
て
き
て
、「
寒

い
と
こ
ろ
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

山
の
雪
が
美
し
か
っ
た
で
す
。

③
お
気
軽
に
学
校
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教務主任・保健体育

仲
なか

　弘
ひろひさ

久
先生

①
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
コ
ー
チ
ン
グ
。

ド
ラ
キ
チ（
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
フ
ァ
ン
）で
す
。

②
生
ま
れ
が
下
伊
那
の
天
竜
村
な
の

で
、
わ
が
故
郷
を
思
い
出
し
ま
す
。

と
っ
て
も
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

③
聖
南
中
の
お
い
し
い
給
食
で
体
が
丸

く
な
り
そ
う
で
す
。
休
み
の
日
も

ほ
と
ん
ど
体
育
館
に
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

3年担任・英語

峰
みねむら

村　裕
ひろ

子
こ

先生

①
読
書
・
旅
行

②
自
然
豊
か
で
、
あ
い
さ
つ
が
よ
く

で
き
る
生
徒
、
挨
拶
を
よ
こ
し
て

く
だ
さ
る
村
民
の
方
々

③
声
が
大
き
い
の
が
難
点
な
の
か
、

取
り
柄
な
の
か
…

3年担任・社会

鈴
すず

木
き

　智
ともゆき

幸
先生

①
特
に
こ
れ
と
い
う
も
の
が
な
い
平

凡
な
人
間
で
す
。
本
当
は
部
活
ば

か
り
や
っ
て
い
て
自
分
の
時
間
が

な
か
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。

②
「
意
外
に
近
い
!!
」　

千
曲
市
か

ら
通
っ
て
い
ま
す
。

③
北
信
地
方
の
大
規
模
学
校
の
勤
務

が
続
い
て
い
た
の
で
新
し
い
環
境

に
戸
惑
う
ば
か
り
で
す
が
、
が
ん

ば
っ
て
仕
事
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1年担任・理科

沖
おきむら

村　直
なおひこ

彦
先生

①
サ
ッ
カ
ー

②
自
然
が
い
っ
ぱ
い

③
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

3年副担任・音楽

岩
い わ が や

ヶ谷陽
よう

子
こ

先生

①
ド
ラ
イ
ブ
は
ど
こ
ま
で
も
運
転
し

て
い
き
ま
す
。（
東
京
方
面
は
よ

く
い
き
ま
す
）

　

ず
っ
と
若
い
こ
ろ
（
高
校
時
代
）

か
ら
合
唱
や
っ
て
ま
す
。

②
自
然
が
き
れ
い
。
お
そ
ば
、
お
や

き
が
お
い
し
い
!!

③
昨
年
か
ら
韓
流
ド
ラ
マ
に
は
ま
っ
て

い
ま
い
、「
ラ
ブ
レ
イ
ン
」　
「
ト
ン

イ
」
は
も
う
観
終
わ
り
ま
し
た
！

事務

谷
たにかわ

川　卯
う

月
づき

先生

①
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
テ
ニ
ス
と
共

に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

②
自
然
豊
か
で
ほ
っ
と
す
る
場
所
で

す
。
で
も
、
少
々
寒
い
か
も
・・・
。

③
柴
犬
大
好
き
で
す
。
犬
の
話
題
で

盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

特別支援教育支援員

河
かわかみ

上　岳
たけし

先生

①
趣
味
：
登
山
、
山
ス
キ
ー

　

特
技
：
パ
ソ
コ
ン
の
改
造

②
の
ど
か
で
北
ア
ル
プ
ス
を
望
む
風

景
が
と
て
も
良
い
所

③
同
じ
地
区
内
に
畑
を
借
り
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
、
野
菜
の
自
給
自

足
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
素
人
仕

事
な
の
で
色
々
と
教
え
て
頂
け
た

ら
助
か
り
ま
す
。

　

コ
ラ
ム

 「
あ
っ
こ
れ
ウ
チ
の
車
だ
！
」

「
本
当
だ
！
ウ
チ
の
車
だ
」　

あ
る

日
の
我
が
家
の
会
話
で
す
。

　

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ

れ
て
い
る
地
図
で
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ

プ
の
中
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に

写
っ
て
い
る
の
で
す
。
知
り
た
い
地

点
を
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
立
体
的
に

風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

ど
っ
て
い
け
ば
、
仮
想
旅
行
も
出
来

ま
す
。

　

こ
う
い
う
事
に
関
心
の
あ
る
子

供
は
、「
め
っ
た
に
遭
遇
で
き
な
い

の
に
撮
影
車
を
覚
え
て
い
な
い
の

か
」
と
言
う
の
で
す
が
…
変
な
車
が

い
た
よ
う
な
く
ら
い
し
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。「
世
界
の
人
が
ウ
チ
の
車

を
見
れ
る
ね
」
と
話
は
大
き
く
な
り

ま
す
。
確
か
に
性
能
も
良
い
の
で
良

く
見
え
ま
す
。
そ
れ
故
に
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
も
お
き
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
私
は
会
社
の
資
本
力
に
驚

き
で
す
。

　

今
度
、
担
い
で
撮
れ
る
カ
メ
ラ
も

貸
し
出
す
と
か
聞
き
ま
し
た
が
総

重
量
は
１
０
０
㎏
だ
そ
う
で
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
閲
覧
し
て
見

て
下
さ
い
。
も
し
か
し
た
ら
写
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

若
葉

筑
北
中
学
校

2年2組担任・英語

宮
みやさか

坂　晃
あきら

先生

①
趣
味:

音
楽
、映
画
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
。

②
懐
か
し
い
感
じ

③
い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

保健室

宮
みやさか

坂恵
え み こ

美子
先生

①
写
真
を
撮
る
こ
と
、温
泉
に
い
く
こ
と
。

②
自
然
豊
か
で
、
の
ん
び
り
し
た
い

い
と
こ
ろ
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

③
こ
れ
か
ら
、
筑
北
の
い
い
と
こ
ろ
を

た
く
さ
ん
見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

SUN組担任・家庭

清
し

水
みず

　純
じゅんこ

子
先生

①
お
菓
子
・
パ
ン
作
り 

自
己
流
で
…

②
山
が
近
い
ね
。
山
桜
（
咲
く
の
か
し

ら
？
）
が
一
斉
に
咲
い
た
ら
キ
レ
イ
だ

ろ
う
な

③
年
齢
を
忘
れ
て　

子
供
達
と
元
気

に
活
動
し
ま
す
。

　

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
明
る
い
私
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

SUN組副担任・英語

芳
は が

賀　玲
れい

子
こ

先生

①
・
・
・

②
の
ど
か
で
自
然
豊
か
な
所

③
一
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学習室担任・社会

上
うえ

野
の

平
はら

　結
ゆい

先生

①
ド
ラ
イ
ブ
・
卓
球
・
テ
レ
ビ
鑑
賞

②
出
身
地（
高
山
村
）と
似
て
い
る
！

③
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
ま
す
!!

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事務

渡
わたなべ

辺　陽
よう

子
こ

先生

①
旅
行・温
泉
め
ぐ
り・お
い
し
い
店
探
し

②
自
然
豊
か

③
外
へ
出
か
け
る
事
が
好
き
な
の
で
、

時
間
が
で
き
た
ら
村
内
も
探
検
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

SUN組担任・保体

伊
い

藤
とう

　健
けん

太
た

先生

①
ス
ポ
ー
ツ
全
般
・
音
楽
鑑
賞

②
自
然
が
豊
か
で
空
気
が
キ
レ
イ
と

い
う
印
象
で
し
た
。

③
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
人
間
だ
と
思
い
ま

す
。
筑
北
村
の
良
い
所
を
た
く
さ

ん
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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新
し
い
駐
在
さ
ん

　
　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

坂
北
駐
在
所

こ
の
春
、
坂
北
駐
在
所
に
赴
任
さ

れ
た
下
形
保
之
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

上
田
市
出
身
で
前
任
地
も
上
田
市

だ
そ
う
で
す
。

Ｑ
筑
北
村
の
印
象
は
？

と
て
も
静
か
な
と
こ
ろ
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
国
道
19
号
に
出
る
に
も

約
20
分
強
で
行
け
ま
す
し
、
長
野
や

松
本
、
も
ち
ろ
ん
上
田
に
行
く
に
も

便
利
か
と
思
い
ま
す
。

先
日
は
青
柳
地
区
を
ま
わ
っ
て
み

ま
し
た
が
、
各
家
に
屋
号
の
表
札
が

あ
り
、
昔
の
街
並
み
が
何
と
な
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
趣
味
は
？

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
野
菜
作
り
で
す
。

上
田
の
実
家
で
は
野
菜
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。

青
柳
の
里
坊
稲
荷
神
社
や
碩
水
寺

に
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。
や
す
ら
ぎ

ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
も
行
き
ま
し
た
。

コ
テ
ー
ジ
や
遊
具
、
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
あ
り
ま
す
ね
。

坂
北
地
域
に
は
他
に
も
岩
殿
寺
と
い

う
お
寺
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
で
す
か
是
非
行
っ
て
み
た
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
村
内
を
巡
っ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
今
後
と
も
村
の
安
全
の
た
め
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

本
城
駐
在
所

蛍
で
有
名
な
辰
野
町
の
赤
羽
駐
在

所
（
栗
林
さ
ん
発
行
の
広
報
・
本
城

よ
り
引
用
）
よ
り
本
城
駐
在
所
に
赴

任
さ
れ
た
栗
林
誠
さ
ん
を
訪
ね
ま
し

た
。
奥
様
と
１
歳
の
息
子
さ
ん
の
３

人
家
族
で
す
。

生
ま
れ
は
長
野
市
松
代
で
、
親
が

近
く
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
趣
味
は
？

音
楽
鑑
賞
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

館
報
編
集
後
記

　

館
報
第
45
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

こ
の
号
が
届
く
頃
に
は
お
そ
ら
く

暖
か
く
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
思
い

ま
す
が
、
今
年
の
４
月
は
お
か
し
な

天
候
が
続
き
ま
し
た
。
初
夏
の
よ
う

に
暖
か
い
と
思
う
と
、
冬
に
逆
戻
り

し
て
G
W
だ
と
い
う
の
に
山
々
は

雪
で
白
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
下
旬
の
霜
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
額
は
16
億
円
余
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
異
常
気
象
の

原
因
は
、
や
は
り
温
暖
化
な
の
で
し

ょ
う
か
？
地
球
は
大
丈
夫
な
の
か
…

な
ん
て
新
年
度
早
々
に
不
安
に
な
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
館
報
は
地
域
の

皆
様
の
話
題
を
明
る
く
楽
し
く
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。
新
年
度
か
ら
一

部
メ
ン
バ
ー
も
交
代
し
、
新
た
な
気

持
ち
で
取
材
活
動
を
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
K
O
B
O
―
C
H
A
N

筑北村図書館だより

本日は、下諏訪町から来てくださった降旗さんご家族です

ご家族、とてもよい雰囲気が伝わってきますね。
紹介していただいた本は、本城公民館図書室に置いてあります。

おすすめ
の本

より、見やすい図書館になりました。
ぜひ、ご利用ください。

図書館マップ

匿名希望さんの作品です

『すてきにハンドメイド ６月号』に掲載されてい
るつくり方を参考に、ご利用者の方が作ってくだ
さいました。

Ｑ
筑
北
村
の
印
象
は
？

自
然
が
豊
か
で
散
歩
に
出
か
け
た

い
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

駅
や
高
速
道
路
が
近
く
に
あ
り
、
ど

こ
に
行
く
に
も
便
利
で
す
ね
。

Ｑ
村
民
へ
の
要
望

い
つ
も
警
察
活
動
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
の
安
全
や
安
心
を
守

る
こ
と
が
私
の
使
命
で
す
。
家
族
と

も
ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
の
初
め
、
巡
回
訪
問
で
い
ら

し
た
栗
林
さ
ん
は
、
明
る
く
て
、
気

さ
く
な
方
で
し
た
。
お
忙
し
い
中　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

雪をかぶって、
凍える花びらです

降旗 宏明さん 美明さん

凛子ちゃん 勇治くん
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春
を
告
げ
る
花
々
の
開
花
と
共
に
、

鶯
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
筑
北
の

自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
ひ
と
時
で

す
。新
年
度
を
迎
え
、新
し
い
メ
ン
バ
ー

と
新
た
な
気
持
ち
で
行
事
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
と
同
様
に

こ
の
ペ
ー
ジ
で
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ず

は
じ
め
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
は

じ
ま
り
の
会
」
の
様
子
か
ら
で
す
。

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

 

（
本
城
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

　

一
年
生
７
人
を
迎
え
て
行
い
ま
し

た
。
「
た
だ
い
ま
！
」
の
、
声
か

ら
も
、
う
き
う
き
し
た
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
自
己
紹
介
や
ク
ラ

ブ
で
の
約
束
を
し
た
後
、
（
と
て
も

よ
く
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
）
自

己
紹
介
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
の
子
ら
し
い
カ
ー
ド
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
は
、
指
導
員
の
メ

ン
バ
ー
が
替
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど

き
ど
き
し
た
気
持
ち
は
一
年
生
と
同

じ
で
す
。
新
し
い
視
点
で
児
童
の
放
課

後
の
生
活
を
み
て
、
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

え
が
お
の
ポ
ケ
ッ
ト

た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ

（
坂
北
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

　

一
年
生
６
人
を
迎
え
ま
し
た
。
み
ん

な
顔
な
じ
み
だ
っ
た
り
、
兄
弟
が
い
た

り
し
た
た
め
か
、
も
う
す
っ
か
り
慣
れ

て
い
て
、
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
み
ん
な
が

兄
弟
の
よ
う
で
す
。
は
じ
ま
り
の
会
の

後
の
お
や
つ
を
見
て
、「
う
わ
ぁ
～
。」

と
、
嬉
し
そ
う
。
こ
の
日
の
お
や
つ
は

特
別
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
か
ら
ね
！

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ

 

（
坂
井
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

　

一
年
生
６
人
を
迎
え
ま
し
た
。
大
勢

の
上
級
生
の
前
で
も
、
し
っ
か
り
自
己

紹
介
が
で
き
ま
し
た
。「
○
○
さ
ん
の

き
ょ
う
だ
い
は
、
誰
で
し
ょ
う
。」
と
、

た
ず
ね
ら
れ
る
と
み
ん
な
即
答
、
大
正

解
で
す
。
当
て
ら
れ
た
き
ょ
う
だ
い

が
、
お
互
い
に
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
そ

う
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
か
わ
い
ら

し
い
で
す
ね
。
約
束
事
な
ど
の
話
の

後
、
ク
ラ
ブ
で
の
行
事
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
や
自
己
紹
介
カ
ー
ド
作
り
を

し
ま
し
た
。
高
学
年
に
な
る
と
、
し
っ

か
り
自
分
の
意
見
が
言
え
る
よ
う
に

な
る
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
し

な
が
ら
製
作
を
し
て
い
る
様
子
に
成

長
を
感
じ
ま
し
た
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
　
ヨ
ガ

　

子
育
て
中
の
方
を
対
象
に
月
に
一

度
、
講
師
の
島
岡
先
生
を
迎
え
て
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
、
お
子
さ
ん

を
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し
め
て
、
骨
盤
の
矯

正
体
操
を
し
た
り
、
お
母
さ
ん
の
背
中

や
腰
に
乗
せ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た

り
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ヨ

ガ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し

た
。（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
赤
ち
ゃ

ん
と
一
緒
で
も
大
丈
夫
で
す
。）
も
ち

ろ
ん
、
お
一
人
で
も
楽
し
め
る
内
容
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
っ
た
り
と
身
体
を

ほ
ぐ
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

お
ひ
さ
ま
の
森 

は
じ
ま
り
の
会

　

未
就
園
の
親
子
が
集
ま
っ
て
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
が
計

画
し
た
遊
び
を
楽
し
む
「
お
ひ
さ
ま
の

森
」
が
今
年
度
も
始
ま
り
ま
し
た
。
お

家
の
人
と
一
緒
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。」
の
、
挨
拶
や
自
分
の
名
前
が

呼
ば
れ
る
と
「
は
い
」
と
返
事
を
し
た

り
、
手
を
あ
げ
た
り
が
上
手
に
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
遊
び
は
、
サ
ー
キ
ッ
ト

ゲ
ー
ム
で
す
。
く
ま
さ
ん
歩
き
や
滑
り

台
、
シ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
身
体
を
た

く
さ
ん
動
か
し
て
遊
べ
ま
し
た
。
25
家

庭
30
人
と
大
勢
の
参
加
が
あ
り
、
ワ
イ

ワ
イ
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

お
ひ
さ
ま
の
森
で
は
、
お
家
の
人
と

触
れ
合
っ
て
遊
べ
る
内
容
や
季
節
感

の
あ
る
遊
び
、
利
用
者
か
ら
の
要
望
が

多
か
っ
た
活
動
な
ど
計
画
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
所
に
子
ど
も
が

い
な
い
。
同
じ
年
頃
の
子
ど
も
と
遊
ば

せ
た
い
。
子
育
て
で
迷
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
友

達
が
ほ
し
い
。
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方

は
、
ぜ
ひ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
月
曜
日
～
金
曜

日
の
午
前
中
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


